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巻首図版3

第1面　南西上空から

第1面（2）南西上空から

第2面　南西上空から
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1．本書は、加古川市加古川町大野に所在する美乃利遺跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、一級河川別府川河川改修事業に先立つもので、兵庫県加古川土木事務所からの委託を

受け、兵庫県教育委員会が平成元年度に確認調査を、平成2年度・3年度・9年度に本発掘調査を実

施した。平成2年度・3年度に実施した本発掘調査については、既に平成9年3月に調査報告書が刊

行されており、本書は、平成9年度に実施した調査に関するものである。

調査は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所山田清朝・松岡千寿が担当した。なお、本発掘調

査の遺跡調査番号は、970365である。

3．調査後の空中写真の撮影は、株式会社ジェクトに委託して行った。他の遺構の写真撮影は調査員が、

実測は調査員と調査補助員が実施した。

4．整理作業は、平成15年度から兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所にて実施した。

5．遺物の接合・実測・復元・トレースについては上記事務所整理保存班で行った。

6．遺物写真の撮影は、谷口フォトに委託し、平成17年度に行った。

7．調査は、平成2年度・3年度の調査で使用した基準点をもとに三級基準点を設置し、これを基準と

した。

座標値については、調査時における測量では旧測地系に基づくものであったが、本報告では、国土

地理院が公開するプログラム「TKY2JGD」により、世界測地系への変換をおこなっている。経

緯度についても同様である。なお、調査地は第Ⅴ系に位置する。

8．本書に用いた方位は座標北を示す。また、標高は東京湾平均海水準を基準とした。

9．本書に用いた遣物番号は、本文・挿図・図版ともに統一している。

10．本書の編集は岸野奈津子の補助を得て山田が行い、石器については藤田　淳が、他は山田が執筆し

た。

11．本報告にかかわる遣物は、兵庫県教育委員会魚住分館（明石市魚住町清水）に、写真は兵庫県教育

委員会埋蔵文化財調査事務所に保管している。

12．最後に、発掘調査および報告書の作製にあたっては、以下の方々の御援助・御指導・御教示をいた

だいた。記して深く感謝の意を表するものである。

高橋　学（立命館大学）工楽善通（奈良国立文化財研究所：当時）
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第1図　遺跡の位置



第1節　遺跡の環境

第1章　美乃利遺跡

第1節　遺跡の環境

はじめに　　当遺跡の地理的環境・歴史的環境については、すでに『美乃利達親で紹介している。

ここでは、当該報告書刊行後に遺跡の存在が明らかとなった遺跡もしくは、新たに調査が

実施された美乃利遺跡周辺の遺跡について、紹介するにとどめたい。他の遺跡については、

『美乃利I』を参照されたい。

第2図　主要周辺遺跡

1．美乃利遺跡　　　　　6．二塚古墳群

2．大野遺跡　　　　　　7．石守構居跡

3．中津構居跡　　　　　8．石守古墳群

4．日岡山古墳群　　　　9．水足古墳群

5．若神社古墳　　　　10．溝之口遺跡

－1－

11．坂元遺跡　　　　　16．粟津遺跡

12．野口廃寺　　　　　17．北在家遺跡

13．教信寺　　　　　　18．鶴林寺

14．具平塚遺跡

15．平野遺跡



第1華　美乃利遺跡

第3図　美乃利遺跡・大野遺跡の調査

一2一



歴史的環境

大野遺跡

坂元遺跡

第1節　遺跡の環境

（2）　　　（3）

『美乃利I』刊行後、大野遺跡と坂元遺跡が新たに周知され、調査が行われている。ま
（4）

た、溝之口遺跡の調査も数次にわたり行われている。

今回報告する美乃利遺跡の北西側に隣接する遺跡で、美乃利遺跡の調査と同じ事業に伴

い、平成9年度～14年度にかけて、6次にわたり調査が行われている（第3図）。美乃利遺

跡自体、本来なら加古川市加古川町大野に所在することから、大野遺跡と一帯の遺跡とす

べきものと考えられる。

調査では、弥生時代・飛鳥時代・奈良時代・平安時代後期～鎌倉時代・鎌倉時代～室町

時代の遺構・遺物が明らかとなっている。弥生時代の遺構としては、中期後半の水田跡が

検出されている。飛鳥時代の遺構としては、掘立柱建物跡が検出されている。奈良時代の

遺構としては、潅漑用の水路が検出されている。平安時代後期～鎌倉時代の遺構としては、

墓・掘立柱建物跡・土坑・溝が検出されている。鎌倉時代～室町時代の遺構としては、方

形区画を伴う集落跡が検出されている。

J R山陽本線等連続立体交差事業に伴い、初めて明らかになった遺跡で、同事業に伴う

調査が平成11年度に実施されている。この調査では、弥生時代中期の土坑、後期前半の溝、

飛鳥時代～奈良時代の掘立柱建物跡・溝・土坑などが検出されている。

その後、東播都市計画事業坂元・野口土地区画整理事業の計画に伴い、加古川市教育委

員会が平成10年度に分布調査を実施し、当遺跡の範囲が明らかとなっている。平成15年度

～17年度にかけて、計3次にわたり上記事業に伴う調査が行われている。また、当該事業

地を南北に貫く主要地方道加古川小野線（東播磨南北道路）改良事業も併行して計画され、

当事業に伴う調査も実施されている。

上記事業に伴い計4次の調査が行われ（平成17年度終了段階）、弥生時代、古墳時代、

奈良時代、平安時代の遺構・遺物が明らかになっている。弥生時代では、中期の方形周溝

墓群、古墳時代では倉庫と考えられる掘立柱建物跡や溝・埴輪焼成窯、奈良時代では井戸・

掘立柱建物跡、平安時代では水田跡などが、明らかとなっている。特に、奈良時代の遺構・

遺物から、「駅家里」のなかの集落の一つではないかと注目されている。

溝之口遺跡　坂元遺跡同様、J R山陽本線等連続立体交差事業に伴い平成13年度と平成15年度に調査

地理的環境

が実施されている。この調査では、平安時代後期の掘立柱建物跡や溝が検出されている。
（5）

『美乃利I』における高橋　学の分析以降、大きな知見の変更は認められない（第4図）。

むしろ、当該報告書での分析を支持するような成果が、今回報告する調査で得られている。

これについては、次章以降で報告していくことにする。ただし、先述した大野遺跡と坂元

遺跡の報告において、調査成果を踏まえたより詳細な知見が得られるものと期待される。

なお、第4図は、高橋が行った地形分類を報告者がまとめたものである。

〔註〕

（1）兵庫県教育委員会『美乃利遺跡一一級河川別府川河川改良事業に伴う発掘調査報告書－』1997

以下、『美乃利I』と呼称。

（2）森内　秀造「大野遺跡」『平成12年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2001

村上泰樹他「大野遺跡」『平成13年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2002

西口　圭介「大野遺跡」『平成14年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2003
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第1章　美乃利遺跡
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第4図　美乃利遺跡周辺地形分頬図

渡辺　昇他「大野遺跡」『平成14年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2003

（3）中川　渉他「坂元遺跡」『平成11年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2000

平田　博幸「坂元遺跡」『平成15年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2005

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所『坂元遺跡現地説明会資料』2004

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所『坂元遺跡現地説明会資料』2005

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所『坂元遺跡現地説明会資料』2006

（4）甲斐　昭光「溝之口遺跡」『平成15年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2005

藤田　淳他「藩之口遺跡」『平成13年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2002

篠宮　正他「溝之口遺跡」『平成15年度　年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　2005

（5）高橋　学「加古川下流域平野の地形環境分析」『美乃利遺跡一一級河川別府川河川改良事業に伴

う発掘調査報告書－』兵庫県教育委員会1997
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第2節　調査の経緯

第2節　調査の経緯

1．調査の契機

今回報告する調査は、『美乃利I』の調査と同じく、一級河川別府川河川改修事業に伴

うものである。当初、前回の調査と連続して調査する予定であったものが、用地買収等の

都合から、6年の時期を隔てて調査を行うこととなったものである。平面的にも『美乃利

I』の調査地に連続するものである。

2．確認調査

今回報告する調査地を対象とした確認調査は、前回報告分と合わせて、平成元年度に実

施したものである。その詳細については、『美乃利I』を参照されたい。

3．本発掘調査

平成9年11月26日から平成10年3月13日まで実施した。調査地は、Ⅴ区の北西側にあた

る（第5図）。調査面積は、681I正である。調査体制等は、以下の通りである。

遺跡調査番号　970365

調査体制　調査主体　兵庫県教育委員会

調査担当　兵庫県教育委員会塩蔵文化財調査事務所　山田清朝・松岡千寿

調査補助員　中塚克浩・中谷悟史・山本陽子・小野亜由美

室内作業員　五百蔵道代・菊島昌子・覚野郁子

区

第5図　調査位置図
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第1幸　美乃利遺跡

第6図　調査風景

4．整理作業

出土遣物の水洗およびネーミング作業については、発掘調査と平行して、発掘調査事務

所内にて実施した。以後の作業は、平成15年度から兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務

所にて実施した。平成15年度以降の整理作業及びその体制は、以下の通りである。

平成15年度　整　理　内　容　土器の接合と実測を行った。

整理担当職員　整理保存班　長濱誠司

調　査　班　山田清朝・松岡千寿

企画技術員　岸野奈津子

平成16年度　整理　内　容　土器の実測・復元・写真撮影・実測図のトレース、遺構図の製図・トレー

スを行った。

整理担当職員　整理保存班　長濱誠司

調　査　斑　山田清朝

企画技術員　岸野奈津子

平成17年度　整　理　内　容　遺構図の製図及び本書の編集を行った。

整理担当職員　整理保存斑　別府洋二

調　査　班　山田清朝

企画技術員　岸野奈津子
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第2章　調査の成果

第1節　基本土層と遺構の検出

完新世段丘

調査区東側

（1）基本土層と遺構検出

調査区中央部をほぼ南北方向に完新世段丘崖が伸び、この崖を境に調査区の基本土層

（第7図）は大きく異なる。完新世段丘については、『美乃利I』においてすでに想定され
（1）

ていたもので、今回、実際に平面的・断面的に確認することができたものである。

東側は、『美乃利I』のⅤ区で報告した基本土層と同じである。Ⅴ区の北西側と一致す

るもので、Ⅴ区で認められた「土壌層Ⅱ」と「土壌層Ⅲ」が認められた。

土壌層Ⅱについては、その上面と下面で遺構を検出することができ、前者を第1面、後

者を第2面と呼称し、調査を進めていった。また、第1面において、溝状遺構の規模が大

きく、かつ切り合い関係が顕著であるため、便宜上、2回にわけて遺構の検出を行った。

2回目の調査については、第1面（2）として、調査を進めていった。

7．50m

1．用水路

2．用水路

3．盛土

4．旧耕作土

5．黄褐色極細砂（床土）

6．灰色シルト質極細砂（SDO9埋土）

7．黒褐色極細砂（土壌層Ⅱ）

8．暗灰褐色シルト（土壌層Ⅱ）

9．SDO8

10．SD12

11．SD13

12．暗灰色シルト～中砂（洪水層）

13．青灰色シルト～中砂（洪水層）

14．灰色シルト～中砂（洪水層）

15．茶褐色極細砂（洪水層）

16．暗灰色シルト質極細砂（土壌層Ⅲ）

17．茶褐色極細砂（洪水層）

18．暗灰褐色シルト質極細砂（土壌層）

19．黄褐色極細砂（完新世段丘基盤層）

第7図　基本土層図

ー7－
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第2章　調査の成果

調査区西側

「土壌層Ⅲ」については、本調査区においても水田土壌層で、調査区東隅において、水

田畦畔を検出することができ、第3両として調査を進めていった。また、土壌層Ⅲの下層

においても土壌層（第18層）を確認することができたが、当土壌層上面において畦畔を確

認することはできなかった。この下層の第19層は、後述する完新世段丘の基盤層となって

いる。他の土層と比較してかなり硬質な層である。

調査区西側の土層は、完新世段丘形成後、東側を段丘崖によって隔てられた氾濫原面に

あたり、徐々に埋没していく。この過程で最初に堆積したのが第13層と第14層である（第

7図）。両層とも明らかな洪水層で、両層の堆積には大きな時期差は存在しないものと考

えられる。

その後、堆積→再掘削を繰り返し、段丘崖が埋没していく。この再掘削の過程として確

認できたのが、今回報告する多くの溝状遺構である。第7図では、SDO8・SD12・SD

13がこれに該当する。そして、この過程の最終形態が、平面的に段丘崖と西側にほぼ平行

する用水路（第1層）である。また、それぞれの溝のなかにおいても、堆積→再掘削が認

められる。詳しくは、各遺構の項で報告する。さらに、当段丘の埋没過程については、今

回報告する西側の調査結果を合わせて検討する必要がある。

完新世段丘崖がほぼ埋没した段階で形成されたのが、第7層・第8層（土壌層Ⅱ）であ

る。そして、西半部においても、当該土壌層の上面と下面とで遺構を検出し、前者を第1

面、後者を第2面としている。検出面としては、それぞれ、東半部の検出面と対応するも

のである。

なお、西半部の第8層と東半部の第7層とが同時期に形成されたのかについては、調査

では明確にできなかった。

（2）包含層出土土器

第1面を検出するにあたって、多くの土器が出土して

いる。これらの土器については、直接遺構に伴うもので

はないが、当地区における土地利用の時期を検討するう

えで参考となるものと考えられる。そこで、特徴的な遺

物について報告したい。ここでは、氾濫原面出土土器と

水田被覆層出土土器とに分けて報告する。

氾濫原面出土遺物　弥生時代後期と平安時代以降の土器が出土している。

弥生土器　　鉢（1）と高杯（2）が出土している（第8図）。

1は、完形に復元できた鉢で、直口鉢に分類できるも

のである。底部は平底をなす。内外面とも摩滅が顕著で、

唯一観察できる内面下半は、ヘラナデ調整により仕上げ

られている。

0　　　　　　　　　10cm

llllli　　　　［

第8図　氾濫原画出土土器（1）

2は、高杯の脚部である。外面はパケ調整後、縦方向のヘラミガキにより仕上げられて

いる。内面の調整は摩滅のため観察できない。径1cmの透穴が2箇所に残存する。その位

置関係から、本来は4ヶ所にあったものと推定される。

－8－
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ノ

∈∃‾云イ

＼、∃一イ

弓顎．
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第9図　氾濫原画出土土器（2）

奈良時代以降　平安時代の須恵器と備前焼が出土している（第9図）。

須恵器 杯・杯B・椀・捏鉢が出土している。杯は3の1個体である。

底部は回転へラ切りにより切り離されている。杯Bは4の1個

体のみで、平安時代前期に位置付けられる。椀は、5と6の2

個体で、いずれも突出した平高台を有するタイプである。6の

外面には2条の沈線が施されている。控鉢は7の1個体で、口

緑部がわずかに残存する小片である。端部をわずかに摘み上げ

ている。鎌倉時代まで下がるものと考えられる。

備前焼　　　8の1個体である。嚢の底部と考えられる。

水田出土遺物　水田を埋めるために整地された層の中から出土した土器であ

る。土師器と須恵器が出土している（第10図）。

『三二；∃〒〒〒≡ヂ9

∈≡∃＝謀

鷲∃云
10cm

！llll；　　　！

第10図　水田被覆層出土土器

土師器　　　　9の1個体である。口縁部は横ナデ調整により仕上げられ、底部は回転糸切りにより切

り離されている。また、体部外面は、ヘラ削りの後ナデ調整が加えられている。平安時代

須恵器

石　器

後半～鎌倉時代に位置付けられるものと考えられる。

杯B（10）と椀（11）が出土している。10は、底

部にヘラ削りが施されている。11は、平高台を有す

るもので、回転糸切りにより切り離されている。口

径に対して底径が大きい点が、特徴的である。

サヌカイト製の石錐（Sl）が出土している（第

11図）。幅広の素材剥片の打面倒に作り出し、末端

0
0　　　　　　　3cm」

第11図　氾濫原画出土石器

側を摘み部としているが、錐部は摘み部の近くで折れている。錐部の作出は急角度の二次

加工で行われている。末端側にも錐部様の折れた突起が認められるが、錐部としては薄く

硬度のあるものの穿孔には不向きである。サヌカイトの風化と自然画の状況は金山産のも

のに類似する。

〔註〕

（1）高橋　学「加古川下流域平野の地形環境分析一完新世段丘面の段丘化と美乃利遺跡の畝状遺構－」

『美乃利遺跡一一級河川別府川河川改良事業に伴う発掘調査報告書－』兵庫県教育委員会1997
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第12図　第1面
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第2節　第1面の調査

第2節　第1面の調査

（1）概要

当遺構面は、段丘崖を境に約40cmのレベル差をもって検出されている。段丘崖西側の氾

濫原面にあたる地区では溝状遺構が、段丘面においては溝状遺構と水田跡が検出されてい

る。また、段丘面上で土器が数点まとまって出土している。本報告では土器溜として報告

する（第12図）。

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

小　皿

椀

時　　期

（2）港

S D Ol

調査区北隅で検出した（第12図）。

調査区中央を対角線状にはしるS

D02の西側、及びSD04の北側に

位置し、SD04とほぼ平行する。

また、SDO2・SD05と切り合い

関係にあり、SD02に切られ、S

D05を切っている。北西一南東方

向にほぼ直線的にのびる溝で、北

西側は調査区外へ、南東側はSD

02に切られ、収束している。

8．10m検出した。横断面はU字

形をなし、検出面における幅1．35

m～50cmを測り、最深部における

検出面からの深さは32cmである。

6．40m

1．明灰黄色極細砂

（褐色極細砂ブロック状に混入）

2．淡褐色極細砂

（褐色極細砂ブロック状に混入）

第13図　SDOl

底部の標高は、北西端で6．18m、南東端で6．14mと、ほぼ一定

している。

2層からなる（第13図）。層相から判断して、2層とも人為

的に埋められたものと考えられる。

須恵器の小皿と椀が出土している（第14図）。

12の1個体が出土している。底部は、平高台の痕跡は認めら

れず、回転糸切りにより切り離されている。

13～15の3個体出土している。いずれも、突出した平高台を

有するものである。ただし、13は口径に対して底径が大きく、

突出がわずかである点において、14・15と特徴を異にする。ま

た、底部はヘラ切りにより切り離されている。一方、14は回転

糸切りにより切り離されている。15の底部の切り離しは観察で

きず、パケ目が認められる。

出土土器から判断して、11世紀後半と考えられる。

ー11－1
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第14図　SDOl出土土器
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検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

土師器

須恵器

瓦

時　　期

検出状況

S D O2

調査区中央部で検出した（第12図）。調査区の南北対角線上を直線的にのびる溝で、両

端とも調査区外までのびている。SDOl・SD03と切り合い関係にあり、両遺構を切って

いる。

なお、当溝は、調査前まで機能していた用水路と平面的に一致するものである。当遺構

埋没後、西側肩部を中心に用水路が掘削されている。

33．30m検出した。横断面はU字形をなし、検出面における幅2．70m～4．50mを測り、

最深部における検出面からの深さは1．15mである。底部の標高は、北端で6．37m、南端で

6．48mと、ほぼ一定している。

2層からなる（第15図）。層相から判断して、2層とも人為的に埋められたものと考え

られる。
6．70m

第15図　SDO2

土師器・須恵器・瓦が出土している（第16図）。

16の嚢1個体が出土している。口緑部は内外面とも横ナデ調整により、体部は内外面と

もパケ調整により、仕上げられている。口緑部には、径91皿の紐穴が1穴残存する。

杯G蓋（17）・杯B蓋（18・19）・杯A（20・21）・高杯（22）・椀（23）が出土して

いる。これらのなかで、蓋・杯A・高杯については、ほぼ同時期のものと考えられる。一

方、椀については、時期的に新しく位置付けられるものである。

なお、20の底部はヘラ切りにより切り離され、その後は未調整である。21は、回転糸切

り後ナデ調整が加えられている。また、23の底部も、回転糸切りにより切り離されている。

24と25の2点出土している。いずれも平瓦の小片で、凹面には布目が残存する。凸面は、

格子叩きが認められる。須恵質の瓦である。

出土土器をみると、7世紀代～12世紀代と時期幅を有することから、12世紀以降と考え

られる。

S D O3

調査区東部で検出した（第12図）。唯一、段丘面上で検出された遺構である。SD02の

東側に位置し、北東一南西方向にほぼ直線的にのびている。SD02と切り合い関係にあり、

SD02に切られている。東端は調査区外までのび、西端はSD02に切られて収束している。
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第16図　SDO2出土土器

形状・規模　　12．90m検出した。横断面は逆台形をなし、検出面における幅1．60m～3．90mを測り、

最深部における検出面からの深さは79cmである。底部の標高は、東端で6．32m、西端で

6．24mと、わずかに西側へ傾斜している。

埋没状況　　　6層からなる（第17図）。1・2・4層については、その層相から判断して、人為的に

埋められたものと考えられる。また、1層については、調査前まで用水路として機能して

6．50m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第17図　SDD3

－13－

1．灰褐色細砂

（灰色シルトブロック状に埋め土）

2．暗灰色極細砂

（灰褐色極細砂ブロック状に混入：

埋め土）

3．灰色シルト質極細砂

4．暗灰色シルト質極細砂

（青灰色シルト質極細砂

ブロック状に混入：埋め土）

5．青灰色極細砂

6．暗灰色シルト
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出土遺物

須恵器

染　付

時　　期

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

時　　期

検出状況

形状・規模

いたものである。

須恵器と染付け磁器が出土している（第18園）。

杯B蓋（26）・杯B（27）・椀（28）が出土している。こ

れらのなかで、椀については時期的に新しく位置付けられる

もので、底部は回転糸切りにより切り離されている。

29の1個体である。高台畳付から底部にかけては露胎し、

内外面に各2条の回線が認められる。

出土土器から判断して、奈良時代に掘削され、最終的に江

戸時代に埋没したものと考えられる。

S D O4

調査区西部で検出した（第12図）。SDOlの南西

側、SD02の西側に位置し、北西一南東方向にほぼ

直線的にのびている。SDOlとほぼ平行する。SD

05と切り合い関係にあり、SD05を切っている。北

西端は調査区外までのび、南東端は調査区内で収束

している。

13．40m検出した。横断面はU字形をなし、検出

面における幅32cm～50cmを測り、最深部における検

出面からの深さは16cmである。底部の標高は、北西

端で6．18m、南東端で0．08mと、わずかに南東側へ

傾斜している。

1層からなる（第19図）。層相から判断して、人

∠＝‾三き竺ゝ26

＼，　　「j表で
27

＼＝＿妄毒筆28

0　　　　　　　　　10cm

！．日．：　　　！

第18図　SDO3出土土器

1．灰白黄色シルト質極細砂

（褐色極細砂ブロック状混入）

0　　　　　　　　　　　30cm

第19図　SDO4

為的に埋められたものと考えられる。

出土していない。

土器が出土しいていないため、時期の特定は困難である。SD05との切り合い関係から

判断して、鎌倉時代以降と考えられる。

S D O5

調査区西部で検出した（第12図）。SD

Olの西側、SD06の東側に位置し、北西

一南東方向から南北方向に屈曲し、L字形

をなしている。SDOl・SD04と切り合い

関係にあり、両遺構に切られている0北西1．灰色シルト質極細砂

端は調査区外までのび、南東端は調査区内2．明黄色シルト混じり暗灰色褐色シルト（埋め土）

で撹乱を受け、途切れている。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

7．80m検出した。横断面は逆台形をなし、

検出面における幅65cmを測り、黄深部にお

－14－

第20図　SDO5



埋没状況

出土遺物

時　　期

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

時　　期

検出状況

形状・規模

ける検出面からの深さは17cmである。底部の標高は、ほぼ一定し

ている。

2層からなる（第20図）。層相から判断して、人為的に埋めら

れたものと考えられる。

第2節　第1両の調査

＼E∃≡惑。
0　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　　、　　　　　　　l

．　．　1　．　．　．

第21図SDO5出土土器

土師器の椀の底部片1点（30）が出土している（第21図）。高台が貼り付けられ、横ナ

デ調整により仕上げられている。

出土土器から判断して、平安時代未と考えられる。

S D O6

調査区南西隅で検出した（第12図）。SD07の南東側に位置し、どちらかというと、不

定形な落ち込みに近い形態である。他の遺構との切り合い関係は認められず、両端とも調

査区内で収束している。

6．50m検出した。横断面は皿形をなし、検出面における幅70cm～2．00mを測り、最深部

における検出面からの深さは11cmである。底部の標高は、ほぼ一定している。

1層からなる（第22図）。層相から判断して、人為的に埋められたものと考えられる。

出土していない。

土器が出土していないため、時期の特定は困難である。鎌倉時代以降と考えられる。

6．50m

第22図　SDO6

S D O7

調査区南西隅で検出した（第12図）。SD06の北西側に位置する。大半が調査区外へ拡

がっており、全体を把握

することはできなかった。

方向性としては、SD06

とほぼ平行する。

6．70m検出した。横断

面は皿形をなし、検出面

における幅は70cmを測り、

貴深部における検出面か

らの深さは26cmである。

底部の標高は、ほぼ一定

1．灰黄色シルト質極細砂

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第23図　SDO7
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第2章　調査の成果

している。

埋没状況　　　1層からなる（第23図）。層相から判断して、人為的に埋められたものと考えられる。

出土遺物　　　　出土していない。

時　期　　　土器が出土しいていないため、時期の特定は困難である。鎌倉時代以降と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

第24図　水田跡
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検出状況

形状・規模

埋没状況

時　　期

土師器

須恵器

時　　期

第2節　第1両の調査

（3）水田跡

調査区南東隅、段丘面上で検出した（第12図）。4本の直線的にのびる畦状の高まりが、

ほぼ同じ間隔をもって平行して検出されたもので、『美乃利I』のⅤ区の調査報告で「上

層水田」として報告したものと一帯のものである。SD02の西側、SD03の南側に位置す

る。

畦状の高まりは、断面蒲鉾形をなし、基底部における幅30cm、基底部からの高さ5～10

cmを測る。畦畔の長さは最大で13．8m残存する。畝相互の間隔は、西側から1．70m・1．80

m・1．70mと、ほぼ一定している。

なお、水田は全体的に約20cm掘り下げ、盛土により畝が造られている。

畝は人為的に埋められ、整地されている。

出土土器（第2章第1節）からは平安時代後期と考えられるが、覆土の特徴から、『美

乃利I』で報告したとおり、近世以降と考えられる。

（4）土器溜

土師器と須恵器が出土している（第25図）。

31の杯1個体が出土している。内面見込みは、ヘラ先によるヘラ削り、他は横ナデ調整

により仕上げられている。底部は回転糸切りに

より切り離されている。底径から杯と判断した

が、皿の可能性も考えられる。

椀（32）と控鉢（33）が出土している。

椀は、完形に復元される個体で、底部はわず

かに平高台の痕跡が認められる。底部は、回転

糸切りにより切り離されている。

捏鉢は、底部を中心に残存する。内外面とも

ナデ調整により仕上げられている。また、底部

は回転糸切りにより切り離されている。

平安時代未と考えられる。

－17－
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

L．ll；　　　：　　　　　　　　［

第25図　土器溜出土土器



第2章　調査の成果

！1．．．；　　　　　　　　［

第26図　第1面（2）
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第3節　第1両（2）の調査

第3節　第1両（2）の調査

（1）概要

3条の溝状遺構を検出した。

検出状況

形状・規模

埋没状況

（2）溝

S D O8

調査区南西半で検出した（第26図）。今回報告する遺構のなかで最も大規模な遺構で、

平面的に調査区全体の約1／3以上を占める。SD09の南西側に位置し、南西一北東方向に

ほぼ直線的にのびる溝である。両端とも、調査区外まで伸びている。他の遺構との切り合

い関係は認められなかった。

22．78m検出した。横断面は逆台形をなし、検出面における幅は10．45m～14．50mを測

り、最深部における検出面からの深さは2．30mである。底部の標高は、北端部で4．00m、

南端部で4．10mと、ほぼ一定している。

堆積は、19層（第28図）～25層（第27図）と、かなり複雑な様相を呈している。当溝は、

当初の掘削後、埋没→再掘削を幾度か繰り返し、黄終的に全体が埋没している。第28図の

5　 2

1
11

16 17　　　　 1 8 1 5　 －4　 4 8

20　　　　　　　　　　　　　　 1 9

2 5　　 24　　　　　　　 2 1

旦二旦 堕

1 3 ．…．r。ノ感 感 撃

6　 12

′整 い、gV餐′′

慧怪訝

隠 粥

主ニ

1．灰褐色シルト質極細砂

（明黄色シルト質極細砂ブロック状に混入：埋め土）

2．褐色礫混じり柵砂（洪水砂）

3．灰色シルト質極細砂（洪水砂）

4．黒褐色シルト（自然堆積）

5．黒褐色シルト（自然堆積）

6．灰色シルト質極細砂（洪水砂）

7．黒褐色シルト（自然堆積）

8．灰黄褐色シルト質極細砂（洪水砂）

9．灰色シルト質極細砂（洪水砂）

10．灰褐色シルト質極細砂（洪水砂）

11．褐灰色シルト質極細砂

12．灰色極細砂（洪水砂）

13．黒褐色シルト質極細砂

14．暗灰色シルト～極細砂（洪水砂）

15．茶褐色シルト質極細砂（土壌層）

16．黒褐色シルト（自然堆積）

17．灰色粗砂～シルト（土壌層）

18．灰色シルト～極細砂（洪水砂）

19．暗灰色シルト～粗砂（洪水砂）

20．灰色租砂～極細砂（洪水砂）

21．暗灰色礫混じり極細砂～租砂（洪水砂）

22．暗灰色礫混じり極細砂～細砂（洪水砂）

23．暗灰色極細砂（洪水砂）

24．灰色シルト～細砂（洪水砂）

25．青灰色シルト～細砂（洪水砂）

第27図　SDO8（1）
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第2章　調査の成果

断面を例にとると、9ステージにその過程を細分することができる（第30図・第31図）。

その具体的な埋没過程は、以下の通りである。

第Iステージ　　最初の掘削である。

第Ⅱステージ　16～19層が堆積する。19層を除いては、洪水に起因する堆積である。これらの層中から

は、弥生時代中期（第32図～第33図）の土器が出土していることから、当該期に堆積した

ものと考えられる。19層に関しては、その層相から判断して、16～18層の堆積以前の堆積

で、16～18層が堆積する際に挟られたものと考えられる。

第Ⅱステージ　14層と15層が堆積する。この段階で、一端、当溝は完全に埋没したものと考えられる。

前ステージの16～18層と、層相的に大きな差は認められない。ただし、弥生時代後期の土

器（第34図・第35図）が含まれていることから、16～18層とはやや時間差が認められ、異

なるステージとした。

第Ⅳステージ　　大規模な掘削が行われる。これが、14層・15層上面のラインである。この時期を特定す

ることは困難であるが、この掘削ラインの上層の13層中からは、古墳時代中期の土器が出

土している。よって、当ステージを当該期に位置付けることができる。

第Ⅴステージ　10～13層が堆積する。各層とも、洪水に起因する堆積である。これらの層中からは、古

墳時代中期の土器（第36図）が出土していることから、当該期に堆積したものと考えられる。

第Ⅵステージ　　4～8層が堆積する。6層と8層以外は、明らかに人為的に埋められた層である。よっ

1．淡褐色シルト質極細砂（埋め土）

2．青灰色シルト

（黒褐色シルトブロック状に混入：埋め土）

3．青灰色シルト

（黒褐色シルトブロック状に混入：埋め土）

4．青灰色極細砂～細砂（盛土）

5．茶褐色シルト質極細砂

（黄褐色シルトブロック状に混入：埋め土）

6．灰色細砂～中砂（洪水砂）

7．褐灰色シルト質極細砂

（灰色シルト質極細砂ブッロク状に混入：埋め土）

8．青灰色極細砂～細砂

9．青灰色シルト質極細砂

（褐色シルト質砂ブロック状に混入：埋め土）

10．暗灰色シルト質極細砂（洪水砂）

11．灰色極細砂（洪水砂）

12．灰色極細砂～中砂（洪水砂）

13．灰色極細砂～租砂（洪水砂）

14．暗灰色シルト

15．褐黄色シルト質極細砂～灰色シルト（洪水砂）

16．青灰色シルト～極細砂（洪水砂）

17．青灰色中砂～極細砂（洪水砂）

18．青灰色細砂～シルト（洪水砂）

19．黒褐色シルト

第28図　SDO8（2）
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第3節　第1両（2）の調査

第2g図　SDO8断面の実測

て、当ステージにおいて、当溝全体が埋められたものと考えられる。ただし、上記の層の

上面のラインから判断して、完全には埋没しなかったものと考えられる。

第Ⅶステージ　一部が再掘削される。これが、3層下面のラインである。このラインの形状から、水路

として機能していた可能性が考えられる。当層から飛鳥時代の土器（第37図）が出土して

いる。

第Ⅶステージ　　2層が堆積し、前ステージの溝が再び埋没する。層相から、人為的に埋められている。

2層中から、奈良時代を中心とした土器（第38図）が出土していることから、当該期に埋

められたものと考えられる。

第Ⅸステージ　1層が堆積して、当溝は完全に埋没する。層相から判断して、人為的に埋められたもの

と考えられる。

出土遺物

弥生時代

前期

中期

・土
呈芝

弥生時代・古墳時代・飛鳥～奈良時代の土器が出土している。

前期・中期・後期の各時期の土器が出土している。

蓋と底部片が出土している（第32図）。いずれも、胎土中に3・4mm大の砂粒が多く含

まれていることから、当該期に位置付けたものである。

蓋は34の1個体のみである。全体的に摩滅が著しいが、外面はパケ調整、天井部と内面

はナデ調整により仕上げられている。

底部片は、35～37の3個体を図化した。35は、外面がパケ調整により仕上げられるもの

で、蓋の可能性も考えられる。37は、内外面ともパケ調整により仕上げられている。36は、

摩滅が著しく、調整は観察できない。

壷・嚢・高杯・器台・複合土器・脚部・たこ壷の各券種が出土している（第32図～第34

図）。

広口壷・直口壷・無頸壷・休部・底部の各器種が出土している。

広口壷は、38～42の5個体を国化した。いずれも、残存する範囲においては、内外面と

も横ナデ調整により仕上げられている。ただし、施文方法においてはバリエーションが認

一21－



第2章　調査の成果

第30図　SD08の埋没過程（1）
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第3節　第1両（2）の調査

5m

第31図　SD08の埋没過程（2）

められる。38は、施文が認められない。39は、頸部下外面に8条からなる櫛描波状文と4

条からなる櫛措直線文が施文されている。40は、口緑端面に櫛描波状文が施されている。

41は、頸部外面に3条の凹線文が、口緑端面にキザミ目が綾杉状に施されている。42は、

口緑端面に5条からなる櫛措波状文が、頚部に5条からなる櫛措直線文が施されている。

体部は、43～45の3個体を図化した。43は、底部から肩部にかけて残存するもので、内外

面がパケ調整により仕上げられている。また、外面下半はヘラミガキ（横方向→縦方向）

－23－



第2章　調査の成果

∈≡≡⇒　醗

葛　一＼

第32図　SDO8出土土器（1）
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第3節　第1面（2）の調査

一●
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〒三三「二て
59

‾竜　！

66

第33図　SDO8出土土器（2）
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第2章　調査の成果

蜜

高塀

脚部

により仕上げられている。体部中位には、円形の刺突文が認められる。44は、広口壷の体

部と考えられ、頚部から体部中位にかけて残存する。体部は、内外面ともパケ調整が施さ′

れ、その後、内面下半はヘラ削り（下→上）、外面は5条1単位の櫛措波状文が5単位施

されている。頚部は、内外面とも横ナデ調整により仕上げられている。45は、把手の剥離

痕が認められることから、水差形土器の可能性が考えられる。内外面をパケ調整後、内面

下半は縦方向（下→上）のへラ削り、外面下半はヘラミガキ（横方向→縦方向）により仕

上げられている。

無頸壷は、46～48の3個体である。46は、口綾部をく字形に短く屈曲させ、横ナデ調整

により仕上げられている。体部内面はパケ調整により仕上げられ、外面は摩滅のため観察

できない。47・48は同タイプに分類されるものである。ただし、48は外面に凹線文が認め

られるのに対して、47には認められない。

直口壷は、49～53の5個体を図化した。いずれも、口綾部外面に凹線文が施されている。

ただし、49～51の口緑部は、広口壷に近い形態である。

この他、54については、その胎土の特徴から、生駒西麓産と判断されるものである。頸

部内面はヘラ削りの後ナデ調整、口緑部内面はナデ調整により仕上げられている。

口緑部を中心に残存する個体と底部片が出土している。口緑部を中心とする個体は、基

本的には同じ特徴を有するものである。ただし、口緑端面に凹線が施されるもの（56・58・

59・62）と施されないもの（55・57・60・61）とに分類できる。また、法量的にも、大型

と小型の2タイプが認められる。また、62の体部中位外面には、キザミ目が2段に綾杉状

に施されている。

底部は、63・64の2個体で、外面は縦方向のヘラミガキ、内面は縦方向のヘラ削りによ

り、仕上げられている。

杯部と脚部が出土している。杯部は、いわゆる木器形高杯に分類されるもので、内外面

ともへラミガキにより仕上げられている。また、口緑部は内外面とも横ナデ調整により仕

上げられている。

脚部は、66～69の4個体が出土している。66と67は、同タイプに分類できるものである。

外面はヘラミガキで仕上げた後、ヘラ措による沈線が施されている。ヘラ措沈線は、上か

ら、66が5条と6条、67が8条と10条、それぞれ施されている。また、66の脚部中位には

円形の透穴が3箇所に、67の脚部中位には方形の透穴が2箇所に穿たれている。ただし、

66の円形透の1つは、貫通していない。

この他、68は、外面が粗いへラミガキにより仕上げられている。69は、外面に凹線文が

施され、内面はヘラ削りにより仕上げられている。

高杯もしくは台付土器の脚部で、その器種を特定できないものである。70～72の3個体

を図化した。いずれも、外面はヘラミガキ、内面はヘラ削りにより仕上げられている。

複合土器　73の1個体を図化した。体部がわずかに残存するもので、外面には突帯が貼り付けられ

ている。この突帯の上側には、円形浮文が貼り付けられている。残存する範囲では、隣接

する2個が1対をなし、2対が単位となり、貼り付けられているようである。

器台　　74の1個体のみである。底部付近の残存で、外面はパケ調整後、上から3条と4条の凹
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頂？68）

′′！

㌻ Ⅰ

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

l．日．：　　　！　　　　　　　　」

第34図　SDO8出土土器（3）

線文が施されている。内面は、パケ調整後、へラケズリが施されている。底部は横ナデ調

整により仕上げられている。
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第35図　SDO8出土土器（4）

たこ壷　75と76の2個体が出土している。いずれも同タイプのもので、内外面とも指オサエとナ

蜜

高杯

鉢

デ調整により仕上げられている。

壷・嚢・高杯・鉢の各器種が出土している（第34図・第35図）。

広口壷（77）と底部（78）が各1個体出土している。77は、体部内外面をパケ調整後、

口綾部が内外面とも横ナデ調整により仕上げられている。口縁端面には、擬凹線の痕跡が

わずかに観察できる。78は、嚢の可能性も考えられるが、その形態から壷に分類した。外

面は、叩き整形後パケ調整、内面はパケ調整により、仕上げられている。

いわゆるⅤ様式系嚢と、それ以外の嚢の2タイプに分類できる。後者は、79の1個体の

みで、他は、底部片も含めて全てⅤ様式系嚢に分類できるものである。

79は、口径33cmを測る大型の嚢で、鉢に分類される可能性も否定できない。体部から口

緑部にかけての外面をパケ調整後、内外面がナデ調整により仕上げられている。

Ⅴ様式系嚢は80～88の9個体を図化した。外面は、叩き整形後パケ調整を加えるもの

（81・84・85）と、加えないものとが認められる。内面は、パケ調整により仕上げられる

ものと、ナデ調整により仕上げられるものとが認められる。へラ削りは認められない。

2個体（89・90）出土している。2個体とも同タイプに分類できるもので、体部と口緑

部の境が明瞭な稜をなす。89は、内外面ともナデ調整により仕上げられている。90は、磨

滅が著しく、調整は観察できない。

91の1個体のみである。椀形を呈する鉢で、外面はパケ調整後へラミガキ、内面はナデ

調整により仕上げられている。内面についは、磨滅のため十分な観察ができないが、ヘラ

ミガキが施されていた痕跡がわずかに観察できる。底部は、指オサエにより仕上げられて

いる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

！．．．1i　　　！　　　　　　　　！

第36図　SDO8出土土器（5）
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古墳時代

土師器

須恵器

飛鳥時代

奈良時代以降

土師器

須恵器

第3節　第1面（2）の調査

中期の土師器と須恵器が出土している（第36図）。

直口壷（96）と角杯（97）が出土している。

直口壷は、ほぼ完存する。外面はヘラ磨きにより仕上げられ、特に口緑部は暗文状にヘ

ラミガキが施されている。口緑部内面は横ナデ調整後、縦方向のヘラナデ調整により仕上

げられている。体部内面は、下半が板ナデ調整、上半がナデ調整により仕上げられている。

角杯もほぼ完存する。全体的に指オサエにより仕上げられている。

杯蓋（98）と壷（99）が出土している。

杯蓋の天井部は、全面にへラ削りが施されている。

壷については、一見したところ、胞のようにみられるが、完存するにもかかわらず体部

に穴が認められないことから、壷に分類した。頚部外面には13条からなる櫛措波状文が施

されている。また、体部外面は格子状

の叩きによる整形後、不定方向のへラ

削りにより仕上げられている。

須恵器の杯と施（104）が出土して

いる（第37図）。

魅は、口綾部を欠くが、頚部以下は

完存する。体部中位に径1．3cmの穴が

あけられ、体部下半は叩き整形により

仕上げられている。また、体部中位は、

ヘラ削りの後ナデ調整により仕上げら

れている。

土師器と須恵器とが出土している

（第38図）。

皿・杯A・椀が出土している。

＼＝　∴

l．日．；　　　！

‡二二日∴　‥

皿は、105と107の2個体である。105　　　　　第37区I SDO8出土土器（6）

は、口緑端部がての字形をなす。口緑部内面に放射状の暗文、見込みに螺旋状の暗文が施

されている。底部は、へラ切りの後ナデとヘラ削りにより仕上げられている。飛鳥～奈良

時代に位置付けられる。一方、107は、平安時代～鎌倉時代に位置付けられるもので、口

綾部は二段の横ナデ調整により仕上げられている。また、底部は指オサエとナデ調整によ

り仕上げられている。

杯Aは、106と108の2個体である。106は、口緑部内端面に1条の沈線が施されている。

全体的に横ナデ調整により仕上げられているが、底部の切り離し方法は観察できない。108

は、口緑端部を丸く納めるもので、底部はヘラ切りにより切り離されているようである。

椀は、109の1個体である。口緑端部は薄く仕上げられ、底部は指オサエにより仕上げ

られている。

杯A・杯B・皿A・皿B・鉢が出土している。

杯Aは、110～112の3個体である。底部はいずれも回転へラ切りにより切り離されてい

る。この中で注目されるのが、112の底部ほぼ中央に「郡」の墨書が認められる点である
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三十二：才

時　　期

検出状況

第38図　SDO8出土土器（7）

（巻首図版4）。この土器については、第3章にて検討する。

杯Bは113の1個体である。この土器の底部下面中央にも「井」の墨書が認められる。

皿Aは114の1個体である。底部は回転へラ切りにより切り離され、ナデ調整により仕

上げられている。

皿Bは115の1個体である。底部は、回

転へラ削りにより切り離されている。

鉢は116の1個体で、底部を中心に残存

する。外面はヘラ削りもしくはへラナデ調

整により、内面は指オサエの後横ナデ調整

により仕上げられている。

出土土器から、弥生時代中期から奈良時

代にかけて、数段階にわたって埋没していっ

たものと考えられる。

S D O9

調査区北東半で検出した（第26図）。

－30－

1．暗灰褐色シルト質極細砂

（明灰褐色シルト質極細砂

ブロック状に含む：埋め土）

50cm

第39図　SDOg



形状・規模

埋没状況

出土遺物

時　　期

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

時　　期

第3節　第1面（2）の調査

SD08の北東側に位置し、SD08と平行する。南西一北東方向にほぼ直線的にのびる溝で、

南西端は、第1面（1）のSD02に切られ、北東端は調査区内で収束している。

7・20m検出した0横断面はU字形をなし、検出面における幅は43cmを測り、最深部に

おける検出面からの深さは12cmである。底部の標高は、ほぼ一定している。

1層からなる（第39図）。層相から判断して、人為的に埋められたものと考えられる。

土器は出土していない。

土器が出土しいていないため、時期の特定は困難である。

S Dl O

調査区北東半で検出した（第26図）。SD09の南東側に位置する。南南西一北北東方向

に蛇行気味にのびる溝で、南南西端は調査区外へ伸び、北北東端は第1面（1）のSD03

に切られている。

14・50m検出した。横断面はやや深い皿形をなし、検出面における幅は1．91mを測り、

最深部における検出面からの深さは27cmである。底部の標高は、ほぼ一定している。

2層からなる（第41図）。少なくとも第2層に関しては、層相から判断して、人為的に

埋められたものと考えられる。

須恵器の椀が1点（117）出土している（第40図）。平安

時代～鎌倉時代に位置付けられるものである。

出土土器から判断して、平安時代～鎌倉時代に位置付け

られるものと考えられる。

〒‾「‾7
117

0　　　　　　　10cm

L日日：　　」

第40図　SD10出土土器

6．40m

1．灰褐色極細砂

1m　2．暗灰色シルト混じり極細砂（埋め土）

第41図　SD10
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m
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第42図　第2面
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第4節　第2両の調査

第4節　第2両の調査

（1）概要

5条の溝状遺構を検出している。

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

前期末

・±
聖

（2）溝

S Dll

調査区南部で検出した（第42図）。東側肩部を検出したにとどまり、西側肩部は検出でき

なかった。北側についても、上面で検出した遺構の影響等から、確認することはできなかっ

た。

9．20m検出した。横断面は深い皿形をなすものと考えられ、検出面において幅4．32m残

存し、最深部における検出面からの深さは1．28mを測る。底部のレベルは、検出した範囲

では4．50mとほぼ一定している。

10層からなる（第43図）。層相から判断して、いずれの層も洪水に起因するものと考えら

れる。

6．00m

1．黄褐灰色極細砂

2．黄褐灰色シルト質極細砂

3．褐色細砂～極細砂

（黄褐色砂ブロック状に含まれる：埋め土）

4．褐灰色シルト～細砂（洪水層）

5．灰黄褐色極細砂～細砂（洪水砂）

6．灰褐色極細砂

7．灰黄褐色シルト～細砂（洪水層）

8．青灰色極細砂～細砂（洪水砂）

9．暗青灰色極細砂（洪水層）

10．黄褐色シルト質極細砂

（小礫多く含まれる）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第43図　SDll

弥生時代前期末と中期の土器が出土している（第44図）。

壷・蓋・底部が出土している。

ロ綾部片（121）と体部片（122）が出土している。121は、広口壷の口頚部で、外面には、

上から櫛措直線文2単位、櫛描波状文1単位、櫛措直線文1単位が施されている。いずれ

第44図の櫛措文とも5条を1単位としている。また、ロ縁端部には2条からなる半裁竹管
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昆

＼適＝二ノ 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

lI．Hi　　　！　　　　　　　！

第44図　SDll出土土器

文が施されている。他は、ナデ調整により仕上げられている。122は、広口壷の肩部と考

えられる。外面に6条からなる櫛措直線文が2帯施され、それぞれの櫛措直線文の下に三

角の連続刺突文が1列ずつ施されている。

蓋　　　　2個体（123・124）図化した。2個体とも、同タイプに分類できるものである。123外面

はパケ調整後ナデ調整、内面は指ナデ調整により、仕上げられている。124は、内外面と

も指オサエとナデ調整により仕上げられている。口緑部内外面には煤の付着が認められる。

底部　　　2個体（125・126）図化した。器種の特定は困難であるが、胎土の特徴から、当該期の

土器と判断したものである。いずれも、外面はパケ調整により仕上げられている。内面は、

125がパケ調整、126がナデ調整により仕上げられている。

中期　　　　壷・嚢・脚部・たこ壷・底部が出土している。

壷　　　　短頸壷（127）が出土している。127は、鉢に分類される可能性も考えられるが、内面の

パケ調整・外面のヘラミガキにより、短頸壷に分類した。口緑部は、内外面とも横ナデ調

整により仕上げられている。

蜜　　　　4個体（130～133）図化した。法量的には異なるが、同タイプに分類されるものである。

－34－



たこ壷

脚　部

時　　期

検出状況

形状・規模

第4節　第2両の調査

130は、内面のへラ削り調整から嚢と判断した。外面はヘラミガキ、内面は弱いヘラ削り

により仕上げられている。133についても、内面のヘラナデ調整から、嚢と判断した。口

緑部片は、磨滅が著しいが、体部外面はハケ調整、内面はナデ調整、口緑部内外面は横ナ

デ調整により仕上げられている。

128の1個体を図化した。ほぼ完存するもので、口緑部下には径8mmの紐穴が焼成前に

穿たれている。内面底部付近には、パケ日が認められる。

129の1個体を図化した。外面は縦方向のへラミガキ、内面下半はへラ削り（右→左）

により仕上げられている。また、径4mm大の円孔が、焼成前にほぼ等間隔に穿たれている。

5個残存し、その残存状況から、当初は9箇所に穿たれていたものと考えられる。また、

体部内外面も、ヘラ磨きにより仕上げられている。

出土土器から判断して、弥生時代前期末から中期にかけて埋没したものと考えられる。

S D12

調査区南部で検出した（第42図）。南北方向にほぼ直線的にのびる溝であるが、北側の

一部は上面で検出したSD08により途切れている。南側は、調査区外までのびている。S

Dllの東側に位置し、ほぼ平行する。なお、東側肩部は完新世段丘崖と一致する。

20．00m検出した。横断面は緩やかな逆台形をなし、検出面における幅4．30mを測り、

最深部における検出面からの深さは1．27mを測る。底部のレベルは、検出した範囲では、

4．67mとほぼ一定している。

6．50m

1．暗灰褐色極細砂

2．淡褐色極細砂

3．灰色極細砂～細砂（洪水砂）

4．褐灰色極細砂

（暗灰色シルト質極細砂ブロック状に含まれる）

完新世段丘基盤層

0

5．灰褐色シルト質極細砂

（灰色シルトブロック状に含まれる）

6．青灰色シルト質極細砂～細砂（洪水砂）

7．褐色極細砂

8．青灰褐色シルト質極細砂（洪水砂）

氾濫原画堆積層

2m

第45図　SD12
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埋没状況

出土遺物

壷

口緑部

璽頁　部

休　部

8層からなる（第45図）。ほぼ全体が洪水による埋没後、部分的に再掘削が行われてい

る。これが第3層下面のラインである。再掘削後も、最終的には洪水により埋没している。

土器と石器が出土している。土器は、壷・嚢・ミニチュアが出土している。

口緑部を中心に残存する個体、頸部を中心に残存する個体、体部上半を中心に残存する

個体、底部を中心に残存する個体、からなる。（第46図・第47図）

138～141・143・145の6個体を図化した。143以外は、広口壷に分類されるものである。

138は、内外面をパケ調整後、頚部付近に4条のヘラ措沈線が施されている。また、口

縁端部にも1条のヘラ措沈線が施されている。139は、内面がナデ調整により仕上げられ、

口縁端部下端にはキザミ目が施されている。140は、外面をパケ調整後、内外面がヘラミ

ガキにより仕上げられている。頚部付近には1条のヘラ措沈線が施されている。141は、

内外面とも摩滅のため調整は観察できない。頚部に2条を単位とするへラ措沈線が2単位、

口緑端部に3条からなる櫛措直線文が、口緑端部下端にキザミ目が、それぞれ施されてい

る。143は、直口壷に近い形態をなすものである。外面には、縦方向のパケ調整後、5条

を単位とする櫛措直線文が連続して3単位、その下側にやや間隔をあけて2条残存する櫛

措直線文が1単位認められる。連続する櫛措直線文は、帯状沈線に近い特徴を有するもの

である。145は、外面にわずかにパケ目が認められる以外は、調整は観察できない。頚部

には、2条の深いへラ措沈線が施され、各沈線の下側には3条からなる帯状沈線に近いヘ

ラ措沈線が施されている。

142・144・146～149の6個体を図化した。

142は、断面三角形を呈する5条の突帯が貼り付けられ、その頂部にはキザミ目が施さ

れている。内外面とも磨滅が著しく、調整は観察できない。144は、外面に断面三角形を

呈する突帯が1条貼り付けられている。また、その下側には3条のヘラ措沈線が施されて

いる。内外面ともナデ調整により仕上げられている。146は4条の、147は5条のヘラ措沈

線が、外面に認められる。いずれも、内外面ともナデ調整により仕上げられている。148

の外面には、上から、3条残存する櫛措直線文、6条からなる櫛措波状文・櫛措直線文・

櫛措波状文・櫛措直線文・櫛措直線文・櫛措波状文、3条残存する櫛措直線文が施されて

いる。内面は、ナデ調整により仕上げられている。149の外面には、上から、1条残存す

る櫛措直線文・6条からなる櫛措直線文・同櫛措直線文が施されている。以上の施文は、

パケ調整→ナデ調整の後施されている。また、内面はナデ調整により仕上げられている。

150～154の5個体を図化した。

150は、外面に、櫛措直線文と三角刺突文のセットが3セット認められる。櫛措直線文

は、いずれも6条からなる。内外面ともナデ調整により仕上げられている。151は、頚部

から肩部にかけて残存する個体で、頚部に帯状沈線が3単位認められる。下側2単位は5

条からなる。上側は2条しか残存しないが、当初は5条であったものと考えられる。内外

面ともナデ調整により仕上げられている。152は、体部中位を中心に残存する小片である。

上から、2単位の平行する半裁竹管文・半裁竹管による山形文・平行する3単位の半裁竹

管文・半裁竹管による山形文が施されている。内面はナデ調整により仕上げられ、外面は

へラミガキの痕跡が認められる。153も、体部中位付近の小片である。外面に、断面三角
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第46図　SD12出土土器（1）
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第2章　調査の成果
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第47図　SD12出土土器（2）

形をなす突帯が4条貼り付けられている。内外面ともナデ調整により仕上げられている。

154は、肩部を中心に残存する個体である。1条の突帯が認められるが、貼り付けかどう

か、観察では明らかにはできなかった。

底　部　155～159の5個体を図化した。嚢の底部との判別が難しいものも認められるが、形態的

特徴から、壷の底部と判断したものである。調整が観察できるものは、外面がパケ調整、

内面がナデ調整により仕上げられている。このなかで、155は、外面がパケ調整後へラミ

ガキ、内面がパケ調整により仕上げられている。また、底部中央には、径1cmの穿孔が

焼成後に施されている。

この他、図化できなかったが、流水文が措かれた小片も出土している。

蜜　　　　口綾部片・体部片・底部からなる。（第47図）

口緑部　160～163の4個体を図化した。いずれも如意形口緑を呈するもので、いわゆる瀬戸内型

嚢は出土していない。160の口緑部下外面には5条のヘラ措沈線が認められる。内外面と

も、磨滅のため調整は観察できない。161の口緑部下外面には、3単位の櫛措直線文が施

されている。また、口緑端部にはキザミ目が施されている。口縁部は内外面とも横ナデ調

－38－



第4節　第2両の調査

整、体部内面はナデ調整により仕上げられてい

る。163は、口緑部下外面に、7条からなる櫛

措直線文と4条残存する櫛措直線文が施されて

いる。口緑部は内外面とも横ナデ調整、体部内

面はナデ調整により仕上げられている。

休　部　164の1個体を図化した。口緑部下の小片で、

外面に6条からなる櫛措直線文が2帯認められ

る。その上側には櫛措波状文の一部が残存する。

半裁竹管文の可能性も考えられる。

底　部　165～168の4個体を図化した。磨滅が著しい

167を除いては、外面はパケ調整により仕上げ

くⅡ
0　　　　　　　3cm

」
第48図　SD12出土石器

られている。また、内面については、166のパケ調整を除いては、ナデ調整により仕上げ

られている。この他、165の底部中央には、径1．3cmの穿孔が焼成後に行われている。

ミニチュア土器169の1個体のみである。脚状を呈し、全体を指オサエにより仕上げられている。

石器

時　　期

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

時　　期

石包丁l点（S2）が出土している（第48図）。S2は直線刃半月形の磨製石庖丁で、

頁岩あるいは硬度のある凝灰岩製と思われる。全面が丁寧に磨き上げられ研磨痕を残すが、

背緑部と前主面（右面）側の刃緑付近などは研磨痕が消失している。前主面では斜めの帯

状に消失部が認められる。刃緑は若干丸みをもつが鋭利さは保たれている。したがって、

刃部を研磨しながら、よく使い込まれた石器ということができる。

出土土器から判断して、弥生時代前期末には埋没したものと考えられる。

S D13

調査区北部で検出した（第42図）。大半が上面で検出した遺構に切られており、西側肩

部をわずかに検出したのみである。SDll東側肩部およびSD12の北側に位置し、方向性

も、南北方向とほぼ一致する。このため、これらの遺構の延長の可能性も考えられるが、

その確証がもてないため、別の遺構として報告する。

5．85m検出した。横断面は緩やかなU字形をなし、最深部における検出面からの深さは、

調査区北側断面（第7図）において1．95mを測る。

2層からなる。上から、灰色シルト質租砂・灰色シ

ル上質極細砂からなり、洪水に起因する層である。

嚢（177）と脚（178）が出土している（第49図）。

嚢は、播磨において一般的なものであるが、胎土の

特徴から生駒西麓産と判断される。

脚は、高杯に伴うものなのかどうかは判断できない。

外面をパケ調整、内面を板ナデ調整後、脚端部が横ナ

デ調整により仕上げられている。

出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。
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第2章　調査の成果

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

・±
宜芝

口緑部

S D14

調査区南部で検出した（第42図）。北側を上面で検出した遺構に、西側をSDllに、東

側をSD12に、それぞれ切られており、肩部すら検出できなかった。埋土中から土器が出

土することから、帯状遺構として報告する。ただし、当遺構については、完新世段丘が埋

没する過程における堆積層の一部の可能性も考えられることを、断っておきたい。

14．40m検出した。肩部を検出していないため規模等は明らかにできないが、最深部に

おける検出面からの深さは、2．15mを測る。

8層からなる（第50図）。第8層を除いては、洪水に起因する層である。その層相から

判断して、短期間に堆積したものと考えられる。

弥生時代前期の壷と嚢が出土しているが、とりわけ壷が量的に多く出土している（第51

図・第52図）。

口縁部を中心に残存する個体・頚部を中心に残存する個体・休部を中心に残存する個体・

底部を中心に残存する個体からなる。

179～182・184～187の8個体を図化した。

179は口緑部から肩部にかけて残存する。口縁部から肩部にかけての外面をパケ調整後、

頸部に6条のヘラ措沈線が施されている。内面は、肩部がナデ調整、口緑部が板ナデ調整

により、仕上げられている。また、口緑端部には1条のヘラ描沈線が描かれ、その後キザ

ミ目が施されている。

180も口縁部から頚部にかけて残存する。外面はパケ調整、口緑部内面はヘラミガキ、

体部内面はナデ調整と指オサ工により仕上げられている。

181は、内外面をパケ調整により仕上げた後、頚部に4条のへラ措沈線が施されている。

また、口縁端部にはキザミ目が施されている。

182は、外面がパケ調整、内面がナデ調整により仕上げられている。口緑端部下外面に

突帯が貼り付けられるとともに、その頂部および口緑端部にキザミ目が施されている。184

は、頚部外面に7条のへラ措沈線が、口緑端部にキザミ日が施されている。内外面とも、

6．30m

1．淡灰褐色細砂、中砂（洪水砂）　4．青灰色シルト～細砂（洪水砂）　7．時灰色シルト（土壌層）

2．青灰色極細砂～細砂（洪水砂）　5．青灰色シルト～細砂（洪水砂）　8．青灰色細砂（段丘基盤層の崩落層）

3．青灰色極細砂、中砂（洪水砂）　3．暗灰色シルト～極細砂（洪水砂）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

第50図　SD14
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第51図　SD14出土土器（1）
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第2章　調査の成果
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第52図　SD14出土土器（2）

ナデ調整により仕上げられている。185は、口緑端部の内外両頂部にキザミ目が施されて

いる。外面はパケ調整、内面は横ナデ調整により仕上げられている。186は、頚部に7条

と6条からなる櫛措直線文が措かれている。また、口緑端部下外面に突帯が貼り付けられ、

その頂部にキザミ目が施されている。口緑端部は、1条のへラ措沈線が措かれた後、キザ

ミ目が施されている。内面はナデ調整により仕上げられている。187は、頚部外面に9条

と10条からなる帯状沈線が、口縁端部に3条の帯状沈線が、施されている。これらの帯状

沈線は、掘り込みが浅く、櫛措文に近い状況を示している。

頸　部　183と188の2個体を図化した。183は、外面に5条の突帯が貼り付けられ、横ナデ調整

により仕上げられている。内面は剥離が著しく、調整は観察できない。188は、9条のヘ

ラ措沈線が施されている。外面はパケ調整、内面はナデ調整により仕上げられている。

休　部　189～191の3個体を図化した。

189は、底部まで残存する個体である。体部中位に8条のヘラ措沈線が施されている。
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第4節　第2面の調査

また、これらの沈線の下側に、突帯が1条貼り付けられている。体部外面下半はへラミガ

キにより仕上げられ、他はヘラナデもしくはナデ調整により仕上げられている。

190は休部中位付近の小片である。4条のヘラ措沈線が施されている。外面はパケ調整、

内面はヘラナデ調整により仕上げられている。191も、190と同様の小片である。外面に2

条と4条のヘラ措沈線が施されている。外面は、パケ調整後へラミガキ、内面はナデ調整

により仕上げられている。

底　部　192～206の15個体を図化した。これらのなかには、嚢に分類すべきものも含まれている

時　　期

と考えられる。多くの外面は、パケ調整により仕上げられている。内面は、ナデもしくは

板ナデ調整により仕上げられている。一部、パケ調整によるものも認められる。

量的にはわずかで、207～209の3個体を図化した。口綾部は、図化できなかった個体を

含めて、全て如意形を呈する。207は、口緑部が内外面とも横ナデ調整、体部が内外面と

もナデ調整により仕上げられている。208は体部の小片である。外面には、上から5条の

ヘラ措洗練、半裁竹管による山形文が2段、4条からなる帯状沈線3単位が施されている。

209も体部の小片である。上から、半裁竹管文、半裁竹管による山形文、半裁竹管文3単

位が施されている。内面はナデ調整により仕上げられている。

出土土器から判断して、弥生時代前期に堆積したものと考えられる。

6．30m

1．黄褐色極細砂

2．黄褐色シルト質極細砂

3．褐灰色中砂、細砂

4．灰色シルト混じり灰色極細砂～細砂

5．灰黄色シルト

6．灰色シルト

7．淡褐色シルト質極細砂（盛土）

8．明黄色砂混じり茶褐色シルト質極細砂

9．暗灰褐色シルト

10．明灰黄色シルト

11．明黄灰色シルト～細砂

12．灰色シルト混じり明灰黄色極細砂～細砂

13．明黄灰色シルト質極細砂

14．灰色シルト～細砂

15．黄褐色シルト混じり暗灰褐色シルト質極細砂

16．灰黄褐色極細砂

17．明黄灰色シルト質極細砂

18．明黄灰色シルト質極細砂

第53図　SD15

－43－



第2章　調査の成果

検出状況

形状・規模

埋没状況

出土遺物

上層

奮

たこ壷

療

S D15

調査区西部で検出した（第42図）。北東一南西方向にほぼ直線的にのびる溝で、両端と

も調査区外までのびている。他の遺構との切り合い関係は認められない。

17．05m検出した。両側肩部を検出できたのは西隅に限られ、大半は東側肩部のみの検

出である。横断面は逆台形をなし、検出面における幅は3．85mを測る。最深部における検

出面からの深さは、1．42mを測る。

18層からなる（第53図）。第8層～第18層（下層）と、第1層～第6層（上層：第54図）

とに大きく分けることが可能である。下層が主に洪水に起因して堆積後、再掘削を受けて

いる。これが、上層下面のラインである。また、第7層については明らかに盛土であるこ

とから、第4層及び第6層が下層となる平行する2条の溝が、意識して掘削されたものと

考えられる。用水施設の可能性が考えられる。なお、上層についても自然堆積により埋没

している。

なお、後述する土器の出土状況から、上層と下層とでは明らかに時期が異なる。

第54図　SD15上層検出状況

上層から弥生時代後期の土器が、下層から中期の土器が出土している（第55図）。

賓とたこ壷が出土している。

213～216の4個体を図化した。完存するものはないが、ほぼ同タイプに分類されるもの

である。法量的に、大型（213・215）と小型（214・216）に分類できる。なお、214の口

緑端部にはキザミ目が施されている。また、底部内面には縦方向のヘラ削りが施されてい

る。215の底部外面は、パケ調整により仕上げられている。

217の1個体を図化した。全体的に指オサ工とナデ調整により仕上げられているが、内

面の一部にパケ調整の痕跡が認められる。また、口綾部は弱い横ナデ調整により仕上げら

れている。

嚢と高杯が出土している。

218の1個体を図化した。椀形を呈する高杯の杯部である。口縁部内外面は横ナデ調整、

体部は指オサエにより仕上げられている。

219と220の2個体を図化した。いずれもいわゆるⅤ様式系嚢に分類されるもので、外面
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第55図　SD15出土土器

は叩き整形により仕上げられている。内面は、219が板ナデ調整、220がパケ調整により仕

上げられている。

時　期　　　　出土土器から判断して、下層は弥生時代中期に、上層は弥生時代後期に、それぞれ埋没

したものと考えられる。
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第56図　第3面
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第5節　第3面の調査

第5節　第3面の調査

検出状況

時　　期

調査区東隅で検出した。検出できたのは4区画分である（第57図）ただし、いずれの区

画も全体を検出できたものはない。畦畔は、小畦畔に分類されるもので、その特徴は『美

乃利I』と同じである。底部における幅40cm、水田面との比高11～13cmを測る。水田面の

標高は、北東区画で6．47m、北西区画で6．49m、南東区画で6．46m、南西区画で6．45mと、

4面とも大きな差は認められない。

検出した層序・標高から判断して、『美乃利I』Ⅴ区第4両検出水田に連続するものと

考えられる。

『美乃利I』の報告から、弥生時代前期に位置付けられる。

第57図　水田跡検出状況
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第3章　まとめ

はじめに

蓋

第1節　遣物

第3章　まとめ

今回の調査では、弥生時代前期から鎌倉時代にかけての土器が出土している。具体的に

は、弥生時代・古墳時代・飛鳥時代・奈良時代・平安時代・鎌倉時代の土器が出土してい

る。当節では、時代ごとに土器の特徴を検討していくことにする。

ところで、多くの時期の土器については、『美乃利I』において、すでに若干の検討がお

こなわれている。そこで、当節では、『美乃利I』での検討結果と対照させる形でまとめて

いくことにする。前報告で未検討の土器については、その都度検討していくことにする。

1．弥生時代

前期・中期・後期の各時期の土器が出土している。

壷・嚢・蓋・ミニチュア土器が出土している。

『美乃利I』での分類、広口壷A・広口壷B・広口壷C・直口壷が出土している。上記

の分類の細分型式に該当しないものとして、143・180・186を指摘することができる。

まず、143については、直口壷の範噂で理解すべきものと考えられる。口径が小さいた

め、別型式とすべきものと考えられる。180については、広口壷Aの範噂で理解できるも

のである。形態的にはA2に近いが、体部への施文が確認できないため、断定は困難であ

る。186は広口壷Cに分類されるものである。施文方法において、『美乃利I』では認めら

れなかったものである。新たな細分型式を設定する必要がある。いずれにしても、『美乃

利I』同様、前期末に位置付けられるものと考えられる。

『美乃利I』では、逆L字形口緑葉と如意形口縁嚢の2タイプが認められた。しかし、

今回の報告分では、前者のタイプが認められない点が、一つの特徴として指摘できる。ま

た、出土した如意形口緑葉は、AとBに分類されるもので、『美乃利I』で認められない

タイプのものは出土していない。

いずれも嚢蓋で、『美乃利I』で分類したA・Bと同タイプのものが出土している。

ミニチュア　脚状を呈するもので、『美乃利I』と類似する。

中期

後期

壷・嚢・高杯・器台・複合土器が出土している。一方、今回の調査では鉢の出土は認め

られなかった。他の形式については、いずれも『美乃利I』の分類で理解できるものであ

る。また、時期的にも差は認められない。

嚢・高杯・鉢が出土している。壷は出土していない。嚢と高杯については、『美乃利I』

の分類で理解できるものである。鉢（91）については、同タイプのものは認められず、新

たな型式として加えるべきものである。ただし、時期的には、『美乃利I』と同時期と考

えられる。
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土師器

須恵器

第1節　遺物

2．古墳時代

中期の土器が出土している。当該期の土器については、『美乃利I』では出土が認めら

れなかったものである。ただし、今回の調査においてもその量は多くはない。器種として

は、土師器と須恵器が出土している。
（1）

角杯については、第1表のとおり、当遺跡例も含めて、全国で約16例出土している。年

代的にも、6世紀前半の例が多く、当遺跡例ともほぼ合致するものである。しかし、当遺

跡出土例は、先端まで中空ではなく、形態的にも角状をなさない。このような例は、他に

認められない。また、当遺跡と同じ土師質のものは、同じ兵庫県の柿坪遺跡例を含めてわ

ずか数例に限られる。

このように、当遺跡出土の角杯は、極めて特異な例といえるのではなかろうか。他遺跡

出土例は、角杯の本来的形態を保持しているのに対して、本遺跡例は、その機能のみ保持

されているものと考えられる。

杯蓋と壷が出土している。杯蓋については、TK23型式に比定できるものである。また、

壷についても、ほぼ同時期のものと見て、矛盾はしない。

以上、上記の遺物は古墳時代中期末から後期初頭に位置付けられるものと考えられる。

第1表　出土角杯一覧

遺　 跡　 名 所　　 在　　 地 出土遺構 種別 時　　 期

美乃利遺跡 兵庫県加古川市大野 溝 土師器 6 世紀初頭

柿坪遺跡 兵庫県朝来市柿坪 竪穴住居跡 土師器 古墳時代

亀田遺跡 兵庫県揖保郡太子町 包含層 須恵器 古墳時代

西岩田遺跡 大阪府東大阪市西岩田 包含層 須恵器 6 世紀前半

大耳尾 2号墳 京都府京丹後市 木棺外 須恵器 6 世紀前半

小槻大社古墳群 （10号墳） 滋賀県栗東市 周溝 須恵器 5 世紀後半

赤根川金ヶ崎窯跡 明石市魚住町金ヶ崎字大池下 窯跡 須恵器 6 世紀初頭

獅子塚古墳 福井県三方郡美浜町郷市 横穴式石室 須恵器 6 世紀初頭

興道寺窯跡 福井県三方郡美浜町 窯跡 須恵器 6 世紀前半

中村畑遺跡 石川県羽咋郡 溝 須恵器 6 世紀後半

天神山遺跡 石川県加賀市 竪穴住居跡 須恵器 6 世紀前半

上久津呂中屋遺跡 石川県氷見市上久津呂中屋地内 包含層 須恵器 6 世紀～ 7 世紀頃

明地遺跡 山口県熊毛郡田布施町 竪穴住居跡 土師器 5 世紀前半～中葉

陽徳治裏山古墳群 1 号墳 岐阜県関市 横穴住居跡 須恵器 6世紀前半

切畑遺跡 佐賀県神崎郡神崎町 溝 （S D 140） 土師器 6 世紀前半

隈西小田 1号墳 福岡県 墳丘内 須恵器 6 世紀前半

3．飛鳥時代

須恵器の杯身と胞が出土している。杯身に関しては、『美乃利I』においても若干出土

が認められ、当該期に位置付けられている。

魅に関しては、今回初めて報告する器種である。口綾部までは残存しないが、体部の規

模が小さいことから、杯身とほぼ同時期に位置付けられるものと考えられる。
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土師器

須恵器

「郡」

4．奈良時代

土師器と須恵器が出土している。

杯A・皿A・椀が出土している。これらの器種については、いずれも『美乃利I』で報

告されているものであり、年代的にも、同様の時期に位置付けられるものと考えられる。

特に、105の皿Aについては、外面はb手法により、口縁部内面に一段の放射状暗文を施
（2）　　　　　　　　　　（3）

すもので、平城宮Ⅱ以降に比定される。類例が大阪城跡74次調査に認められ、平城宮Ⅲに

比定されている。

杯A・杯B・皿A・皿B・杯B蓋が出土している。いずれも『美乃利I』で報告されて

いるものであり、年代的にも同様の時期に位置付けられるものと考えられる。

このなかで注目すべきは、「郡」と墨書された杯Aである。「郡」は、律令期の行政単位

を意味するものと考えられる。当時、美乃利遺跡の所在する一帯は、賀古郡に比定されて

いる。賀古郡の郡衛については、野口廃寺北西の方格地割が候補の一つとなっている。美

乃利遺跡とは、直線で約2km離れており、当遺跡はその説には該当しない。

なお、当遺跡においても、『美乃利I』で報告したように、当該期の掘立柱建物跡が数

棟検出されている。しかし、建物・柱穴の規模から判断して、直接郡衛と結びつけること

は困難である。

以上から、この墨書土器から郡衛と直結させることは困難である。

5．平安時代～鎌倉時代

当該期の遺物は多くはない。主に須恵器が出土している。椀を中心に出土しているが、

『美乃利I』で報告した内容で理解できるものである。

SD02から出土した土器が「中世Ⅱ」に該当する以外は、「中世I」に該当するものと

考えられる。

〔註〕

（1）岩崎仁志「田布施町・明地遺跡の角杯形土器について」『山口県史研究』第3号1995

第1表は当該文献に、新出資料を追加したものである。

（2）奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告Ⅶ』1976

（3）松尾信裕『大阪城跡Ⅵ』2002
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第2節　埋没過程

第2節　埋没過程

ステージI～Ⅸの9段階からなる（第58図～第66図）。なお、これらのエレベーション

図は、調査区主軸ライン付近における、検出遺構のレベルをもとに復元した模式図である。

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

ステージI（第58図）

第3面に対応する。土壌層Ⅲの上面にあたる。
11、

縄文時代中期以降に形成された中州を中心に、晩期までに自然堤防が形成される。当ス

テージに対応する土壌層Ⅲの下層にも土壌層が認められる（第7図）ことから、数段階に

わたって自然堤防が形成されてきたものと考えられる。また、当ステージで水田跡が検出さ

れていることから、微視的には、自然堤防のなかでも微凹地に相当するものと考えられる。

水田が開発される。今回の調査で検出できたのは、完新世段丘面にあたる箇所に限られ

るが、当初はより南西側でも開発されていたものと考えられる。

『美乃利I』の成果を参照すると、弥生時代前期に位置付けられる。

ステージI（第58回）

層位的には土壌層Ⅲの上面に、検出面としては第2面に対応する。

第3面を覆うように洪水砂が堆積し、自然堤防が前ステージより一層拡大する。

平面的に検出できたのは、次ステージに形成される完新世段丘面上に限られる。この範

囲においては、遺構は検出されなかった。

『美乃利I』の成果を参照すると、弥生時代前期に位置付けられる。

7．00m

第58図　埋没過程（1）
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第59図　埋没過程（2）

7．00m

第60図　埋没過程（3）
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地形環境

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

第2節　埋没過程

ステージⅢ（第59図）

段丘化がおこり、調査区中央部に段丘崖が形成される。この結果、その東側が完新世段

丘I面に、西側がその氾濫原面となる。段丘面と氾濫原面との比高は2．80mに及ぶ。

弥生時代前期末に位置付けられる。

ステージⅣ（第60図）

第2面に対応する。

氾濫原画に洪水砂が堆積する。当ステージ以降、段丘面上では堆積は認められない。

SD14が掘削される。洪水砂の堆積は水平ではなく、段丘崖沿いはやや凹地となってい

たものと考えられ、この凹地を利用してSD14が掘削されたものと考えられる。

弥生時代前期末に位置付けられる。

ステージⅤ（第61図）

第2面に対応する。

氾濫原面において、洪水砂が堆積する。このため、前ステージで検出されたSD14もほ

ぼ埋没したものと考えられる。その層相（第50図）から判断して、一気に埋没したのでは

なく、幾度かの洪水により埋没している。

SDllとSD12が掘削される。前ステージでSD14が果たしていた機能を継続させる

た捌こ掘削されたものと考えられる。このため、SD14と平面的にほぼ一致し、方向も同

じである。また、SD12の東側の肩は段丘崖と一致する。なお、SDllとSD12が全く

7．00m

第61図　埋没過程（4）
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第62図　埋没過程（5）

7．00m

■－　第2面

ステージⅥ

■－第1面（2）

■－　第2両

→－　第3両

ステージⅦ

第63図　埋没過程（6）

同時期に機能していたのかについては、調査成果からは判断できない。ただし、出土遣物

から判断して、SD12のほうがより長く機能していたようである。

時　期　　　弥生時代前期～中期に位置付けられる。
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検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

第2節　埋没過程

ステージⅥ（第62図）

第2両に対応する。

氾濫原面において、洪水砂が堆積する。このため、前ステージで検出されたSDllとS

D12は完全に埋没する。両港とも、その層相（第43図・第45図）からみて、一気に埋没し

たのではなく、幾度かの洪水により埋没している。

SD08とSD15が対応する。

出土土器からみる限り、弥生時代中期には掘削され、後期に埋没する。なお、SD15は、

出土土器及び層位から上層と下層とに大きく分けることができる。よって、上層としたも

のは、本来はSD08と同じ第1面（2）に伴うものであった可能性が高い。逆に、SD08

は当ステージ段階にはすでに掘削され、第1面（2）まで存続したものと考えられる。

ステージⅦ（第63図）

第1面（2）に対応する。

氾濫原面において、洪水砂が堆積する。この結果、氾濫原面の大半が埋没する。

氾濫原面ではSD08が、段丘面ではSD09が対応する。

SD08は、前ステージよりさらに埋没する。当段階（第Ⅳステージ：20ページ）が6世

紀代に位置付けられることから、当該期に位置付けられる。

ステージⅧ（第64図）

第1面（2）に対応する。

氾濫原面において、洪水砂が堆積し、氾濫原画の大半が埋没する。

氾濫原画ではSD08が、氾濫原との境ではSD02が対応する。

SD08は、当ステージで完全に埋没する。この段階の出土土器から判断して、7世紀～

8世紀に位置付けられる。また、SD02については、検出したのは次の第1面であるが、

出土土器から、7世紀まで遡ることができる。

ステージⅨ（第65図）

第1両に対応する。

前ステージと比較して、大きな変化は認められない。

氾濫原画ではSDOl・SDO2・SDO4～SD07が、段丘面上ではSDO3・SDlOと水田

跡が対応する。

多くの遺構は、平安時代後期から鎌倉時代初頭に位置付けられる。一方、水田跡に関し

ては、近世以降に位置付けられる。

ー55－



第3章　まとめ

第64図　埋没過程（7）

7．00m

第65図　埋没過程（8）

ー56一

∠≡≡±ゝ17

∈ヨフ103

∈∃＝720

⊂＝」ノ112

■－　第1面

◆－　第2面

◆－　第3面

ステージⅧ

◆－第1面
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第2節　埋没過程

◆－　第1面

◆－　第2面

◆－　第3両

ステージX

検出面

地形環境

検出遺構

時　　期

第66図　埋没過程（9）

ステージⅩ（第66図）

現地表面に対応する。

氾濫原画に洪水砂が堆積し、調査前の地表面とほぼ同じになる。ただし、この段階にお

いても完全に平坦化するのではなく、氾濫原面と段丘面とは約40cmの段差が存在する。ま

た、段丘面上においても、水田跡が人為的に埋められる。

SD02をやや西側へ平行移動させた形で、用水路が掘削されている。SD02を踏襲する

ものと考えられる。

近世以降、現代までである。

〔註〕

（1）高橋　学「加古川下流域平野の地形環境分析」『美乃利遺跡一一級河川別府川河川改良事業に伴

う発掘調査報告書－』兵庫県教育委員会1997

－57－



第3章　まとめ

はじめに

『美乃利I』

地形環境

土地利用

時　　期

第3節　総括

『美乃利I』において、土地利用の変遷を12期にわけてまとめている。本節では、上記

の12期との対応を検討し、本報告のまとめとしたい。ただし、『美乃利I』では検出され

なかった時代の遺構が、今回検出されていることから、これを踏まえて、新たな段階設定

を行うことにする。また、ここで表記するステージとは、前節での検討結果を踏まえたも

のである。

第1期〔ステージI〕

第1期に相当する。

調査区全域が自然堤防上に立地していたものと考えられる。これは、『美乃利I』のⅤ

区から面的に続くものである。ただし、後世の段丘化に伴い、自然堤防が残存するのは調

査区東隅に限られる。この箇所におけるレベルは、Ⅴ区とは顕著な差は認められない。

水田として利用されていた。土壌層Ⅲ上面で検出したことから、『美乃利I』第4面で

検出した水田跡と一連の遺構と考えられる。

今回の調査では、この水田跡を切るかたちで完新世段丘崖が検出されている。そして、

この段丘崖の埋没が弥生時代前期末まで遡ることが明らかとなった。以上から、当該期の

水田跡の時期が、弥生時代前期末以前に位置付けられることが明らかとなった。

第67図　第1期
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第68図　第2期

第69図　第3期
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『美乃利I』

地形環境

土地利用

時　　期

『美乃利I』

地形環境

土地利用

時　　期

『美乃利I』

地形環境

土地利用

時　　期

＼

第2期〔ステージI〕

第2期に相当する。

今回の調査区においては、前段階との変化は認められない。

土地利用の痕跡は認められない。

当段階は、段丘化以前の段階であることから、弥生時代前期末以前に位置付けられる。

第3期

第3期に相当する。

今回の調査区においては、前段階との変化は認められない。

土地利用の痕跡は認められない。

当段階も、段丘化以前の段階であることから、弥生時代前期末以前に位置付けられる。

第4期〔ステージⅡ〕

第4期に相当する。

段丘化が起こり、調査区東隅は完新世段丘I面となる。東隅を除く西側一帯は、その氾

濫原画となる。

氾濫原画は、土地利用が不可能となる。段丘面上では、土地利用の痕跡は認められない。

氾濫原面底部から出土した土器から、弥生時代前期末に位置付けられる。

第70図　第4期
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地形環境

土地利用

時　　期

『美乃利I』

地形環境

土地利用

第3節　総括

第5期〔ステージⅣ・Ⅴ〕

当該報告では設定できなかった段階である。出土土器からの設定は困難であるが、遺構

相互の関係から設定できた段階である。

洪水による氾濫原面の埋没が進行する。埋没は一定ではなく、特に段丘崖に沿って顕著

な微凹地が形成される。

段丘崖に沿う微凹地を利用して、SD14が掘削される。水路としての機能が考えられる。

さらに、この溝の埋没後、SDllとSD12が掘削される。SD14の機能を引き継ぐものと

考えられる。洪水による埋没→再掘削を繰り返していたものと考えられる。

なお、段丘面上での土地利用の跡は認められない。

SDll・SD12・SD14から出土した土器から、弥生時代前期末に位置付けられる。

第6期〔ステージⅥ〕

第5期に相当する。

氾濫原面の埋没がさらに進行する。段丘面においては、地形環境の変化は認められない。

氾濫原画がほぼ埋没した段階で、SD15が掘削される。水路としての機能が考えられる。

また、やや遅れてSD08も掘削される。『美乃利I』Ⅲ区で検出したSD48とほぼ同規模

の溝であることから、両者がセットで機能していたことも考えられる。これを前提とする

と、Ⅳ区からⅤ区で検出した住居跡群を区画する機能が考えられる。

SD15・SD08から出土した土器から、弥生時代中期後半に位置付けられる。

第71図　第5期
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第72図　第6期

第73図　第7期
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『美乃利I』

地形環境

土地利用

第3節　総括

第7期〔ステージⅥ〕

第6期に相当する。

氾濫原面の埋没がほぼ鈍化する。段丘面においては、地形環境の変化は認められない。

SD15とSD08が依然機能している。SD08については、『美乃利I』Ⅱ区からⅢ区に

かけて検出した溝群とセットとなって機能していたものと考えられる。SD15については、

その断面形から水路として機能していたものと考えられる。

SD08から出土した土器から、弥生時代後期に位置付けられる。

第8期〔ステージⅦ〕

当該報告では設定できなかった段階である。

氾濫原画の埋没がほぼ終了する。段丘面においては、地形環境の変化は認められない。

SD08が依然機能している。

SD08から出土した土器から、古墳時代後期に位置付けられる。

第9期〔ステージⅧ〕

第7期に相当する。

氾濫原画の埋没が終了する。段丘面においては、地形環境の変化は認められない。

SD08が依然機能している。『美乃利I』Ⅱ区で検出した溝とは方向性を異にすること

から、条里との直接的な関係は考えられない。新たにSD02も掘削される。

SDO2・SD08から出土した土器から、飛鳥時代～奈良時代に位置付けられる。
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第10期〔ステージⅦ【〕

第8期に相当する。

氾濫原面の埋没がほぼ埋没し、氾濫原面がほぼ平坦化する。ただし、段丘崖は完全には

埋没しない。段丘面においては、地形環境の変化は認められない。

徴凹地を利用したSD02が存在する。水路としての機能が考えられる。

『美乃利I』における検討結果から、平安時代前期に位置付けられる。

第11期〔ステージⅦ【〕

第9期に相当する。

地形環境の変化は認められない。

前期に引き続き、SD02が存在する。水路としての機能が考えられる。

『美乃利I』における検討結果から、平安時代中期に位置付けられる。

第12期〔ステージⅨ〕

第10期に相当する。

地形環境の変化は認められない。

前期に引き続き、SD02が存在する。SDlOも新たに掘削される。

『美乃利I』における検討結果から、平安時代末～鎌倉時代初頭に位置付けられる。

第77図　第12期
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第13期〔ステージⅨ〕

第11期に相当する。

地形環境の変化は認められない。

前期に引き続き、SD02が水路として存在する。また、段丘面上で水田が営まれる。Ⅴ

区で検出したものと一連のものである。

『美乃利I』における検討結果から、近世以降に位置付けられる。

第14期〔ステージⅩ〕

第12期に相当する。

地形環境の変化は認められない。

SD02が再掘削を繰り返し、水路として存在する。また、段丘面上で営まれていた水田

が一端埋められ、新たな水田として営まれる。

『美乃利I』における検討結果から、近世以降に位置付けられる。

第80図　第15期
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美乃利遺跡出土土器観察表

N o 遺構 名 種 別 器 種 残 存 状 況
口径

（cm ）

頸 径

（cm ）

最大径

（cm ）

底 径

（cm ）

器 高

（cm ）
焼 成
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2 、′′食 券 藩 ご：、強鮭 ．′、、：．、．′露鍵 、壬 、潮 境 淑 裁 ＿′・瀬 磯 部 淀 春 ノ′′．′′ ′、′蓬、8、′．5 ノ、豆‥、；ノ蓮

．3 襲 鱒 ′′瀕 兼 業 、′藻 ．！′、： ′、、商務 解 、鳥 、撮、蔑 ノ椒 擁 ′、‾′ 蓋、6．．′ま 、海 ・′卒．
5 葦 不 落 、

4′ ‘嚢 食 層 、塞 薄 紅 、′錬証 ．．、′；′畠瀕 率 葦 彬 ．寒 薪 食 券 深 耕 、．′つ≡′、′′壷頼 ： ′；董ノ等藻 ′′、本 ．駁 ：漉 ．；ニ

5 、′′海食 嶺 、．索 、帯 潜 ′簸 、、 ′． 栄 輩 擁 ′：′′．′、 、′毒牙
′．‾2 1 寮、 叢　 ′
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、競 ；′．、′
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9．6

、′欝 ． － 駁 窓
′＿；、．率 、

良

9 包 含 層
土 師速 示 皿

口綾 部 1／2 弱 ～ 底 部 5／6 5 ．4 1．4

10 包 含 層 須 恵 器 杯 B 口縁 部 1／4 ～底 部 1／3 12 ．6 9 ．2 4 ．1

1 1 包 含 層 須 恵 器 椀 口縁 部 1／18 ～底 部 1／2 弱 13 ．0 6 ．5 5 ．2 良

豪、′、

12 鱗 8 韮 凄 灘 駁 〕簸 昌薄 郵 貯 幕音 素 義簿 、′、、 、賂 ′藷 ニ6廠 ′衰・．蔓．′

．13 ′S ．撥蹴 ′幾 秘 雛 ノ；準 ：、′； ′、薄 、繚 索 ．擁 巌壌 滋 擁 ・′ 、蓬、釜．8 ． ′、ノー′隼 壬 ′′4、．．、褒

、董ヰ ＄．抜狙 賽 藩幸 ′；塞 、′、 ．碑 東 岸 終 、王2・、8 、： 5 ．8 ′、、巌．塗

壬5 S D O II 素 意 器 、′魂 塞 雑 錦 絵 、き、6．．、8 享 0 ′

16 S D O2 土 師 器 嚢 口緑 部 1／20 4 5 ．0

2 ．4

6 ．0

4 ．7

1 ．3

良17 S D O2 須 恵 器 杯 G 蓋 口緑 部 ～天 井 1／3　 つ まみ 欠損 8．7

18 S D O2 須 恵 器 杯 B 蓋 口綾 部 ～天 井 1／6 12 ．8

9 ．6

良

19 S D O2 須 恵 器 杯 B 蓋 つ まみ の み 完 存 1．3 良

2 0 S D O2 須 恵 器 杯 A 口緑 部 ～ 底 部 1／3 3 ．2 良

2 1 S D O2 須 恵 器 杯 A 口緑 部 ～ 底 部 1／4 12 ．4 9 ．0 3 ．5 良

2 2 S D O2 須 恵 器 高 杯 口線部 1／10 ～脚注完存 ～脚裾 1／4 9 ．9 8 ．0 9 ．3 良

2 3 S D O2 須 恵 器 椀 口緑 部 1／8 ～底 部 完 存 15 ．6 6 ，3 4 ．5

2 4 S D O2 瓦 平 瓦 破 片

2 5 S D O2 瓦 平 瓦 破 片

ぉ
、ノジJ

ゎJむく′ぶ．ノ沸′Jノg、′Jつ ガをま独ハノと、

′溝と

′ノ1ミさ

葬某紙
然諾畑ざ
ズ食か′む、、も、8、Pぷ

な 義持

、、、ら暴く養
渥 W

カ‘′党ぎ
甑 轟 め 餅

3 0 S D O 5 主 料 器
垂

底 部 3／4 8 ．8 2 ．7

蔓葵蓬ミfノガ、さ′カと、脇巌’鵜やデ′をハ 窯、′ボ紡撥碁をノ鳥盗泌淀一光籍為幾接蟄g。ぐ′ヵ菩窪鋸労 、ヱノ1 ル 捕こ、ノつきささヱノ怒涛≡窯妾リノ賀ご′、Vノわぶ、′よ 方丈鳥藩簸有事雷Jジ凝滞賭鉾
J架、れ′義懲訟壷☆

鰍 淋

ル
恕ノ責 ☆基笑幾

ミでござ、′ふ′亙漆党 よ、て7‘な舘か淀むここ′ 億

34 S D O 8
弥 壷

蓋 つ まみ部 完 存

7．6

9 ．3

3 5 S D O 8 弥 生 底 部 底 部 3／4 6 ．5

3 6 S D O 8 弥 生 底 部 底 部 完存

2 1．9 15 ．0

9 ．6 1 1．8

3 7 S D O 8 弥 生 底 部 底 部 完 存 9．3 12 ．1

3 8 S D O 8 弥 生 広 口壷 口線 部 1／8 5 ．3

3 9 S D O 8 弥 生 広 口壷 口綾 部 1／10 21 ．2 15 ．8 8 ．4

40 S D O 8 弥 生 広 口壷 口綾 部 1／8 17 ．8 3 ．6

4 1 S D O8 弥 生 広 口壷 口緑 部 1／3 17 ．2 11 ．3

16 ．7 6 ．6

6 ．6

4 2 S D O8 弥 生 広 口壷 口綾 部 1／3 13 ．5 8 ．7

9 ．2

5 ．8

4 3 S D O8 弥 生 広 口壷 底 部 完 存 ・体 部 1／2 16 ．4

4 4 S D O8 弥 生 広 口壷 頚 部 2／3 ・体 部 1／6 2 5 ．5 17 ．5
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灰黄褐 0．5 ～ 2 mm大 の 石粒含 む 10

10

14

14灰 自 1．5 mm大 の石粒含 む

灰 自 0 ．5 ～2．5 mm大 の石粒含 む 10 14
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灰 ～灰 白 0．5 mm大 の 石粒 若干含 む

灰 ～灰 自 0．5～ 2 mm大 の 石粒 少 し含 む

灰 自 1 m m大 の石粒少 し含 む

脚柱径 2．7cm

長 8．2 cm 巾 5．7cm 厚 2．0cm

16

16

15

灰 自 1 ～ 2 mm大 の石粒含 む 15

灰 白～浅黄橙 1 m m大 の石粒含 む 16 15

灰 白～橙 1 ～2．5 mm大 の 石粒含む 16
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灰黄褐 ～橙 1～4 m 大の石英・長石・チャート 雲母非常に多く含む

灰黄 1 ～3．5 mm大 のチャー ト 長石 ・雲母多く含む 32

灰 白～浅黄橙 1～3 m 大の長石・チャート 雲母・クサリレキ多く含む 32

に ぷい黄橙 1 ～ 5 mm大の チャー ト・長石 ・雲母多 く含む 32

灰 黄 雲母 ・長石 の細粒含 む 32

に ぷい黄橙 雲母 ・長石 ・チ ャー トの細粒含 む 32

灰 黄 1．5 mm大 の 長石 ・チ ャー ト ・雲母若干含む 32

灰 白～灰 黄 0．5～1．5Ⅲ皿大の石英 ・長石 ・雲母 ・クサリレキ含む 3 2 15

15

灰 白 0．5～ 2 皿1大のチャー ト・雲母 ・クサリレキ含む 3 2

にぷい黄橙 1 ～ 2 mm 大 の 長石 ・雲母 ・チ ャー ト含む 3 2

灰 黄褐 1－3 mm大 の 石英 ・長石 ・チ ャー ト ・雲母わ
ずか に含む

3 2 16
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美乃利遺跡出土土器観察表

No 遺嘩名 種別 器種 残存状況 口径
（cm ）
頸径
（cm ）
最大径
（cm ）
底径
（cm ）
器高
（cm ）
焼成

45 S D O8 弥生 水差形
土器 底部～体部ほぼ完存 21．3 6．ウ 21．5

46 S D O8 弥生 無頸壷 口綾部1／5 18．0 17．5

16．4

20．0 6．4

47 S D O8 弥生 無頸壷 口緑部1／8 17．0 3．0

48 S D O8 弥生 無頸壷 口綾部1／8弱 18．0 3．9

49 S D O8 弥生 直口壷 口緑部1／4弱 23．1 11．1

50 S D O8 弥生 直口壷 口緑部1／8 14 ．2 7．2

51 S D O8 弥生 直口壷 わずか

15．0 12．2

5．6

52 S D O8 弥生 直口壷 口縁部 1／5 8．4

53 S D O8 弥生 直口壷 口緑部 1／8 15．1 13．3 9．4

54 S D O8 弥生 －＝量＝ご当室 口綾部 1／4弱 10．4 7．7 6．4

55 S D O8 弥生 嚢 口綾部 1／4弱 27．2 25．6 7．7

56 S D O8 弥生 嚢 口緑部 1／2弱 27．8 26．3 10．8

57 S D O8 弥生 嚢 口綾部 1／4弱 15．8 13．9 7．8

58 S D O8 弥生 嚢 口緑部 1／4 14．8 13．1 6．5

59 S D O8 弥生 嚢 口縁部 1／5 14．5 12．3 3．1

60 S D O8 弥生 該臣
瓦 口綾部 1／8 12．8 11．0 3．6

61 S D O8 弥生 嚢 口綾部1／6 14．2 13．1

14．0

30．0

7．0

4．8

62 S D O8 弥生 嚢 口緑部1／3 12．1

22．3

10．2 8．7

63 S D O8 弥生 嚢 底部1／2 5．6 ・

64 S D O8 弥生 嚢 底部完存 7．4 5．7

65 S D O8 弥生 高杯 杯部1／2弱 6．1

66 S D O8 弥生 高杯 脚柱部完存

14 ．1

13．6

10．4

67 S D O8 弥生 高ゴ不 脚部1／4 13．8

68 S D O8 弥生 高杯 脚柱部完存 8 ．1

69 S D O8 弥生 高ゴ不 脚部2／3 6．8

70 S D O8 弥生 脚部 脚部完存 10．2

71 S D O8 弥生 脚部 脚部1／5

5．1

27．0

7．6

10．5 6．7

72 S D O8 弥生 脚部 脚部1／4 12．6

30．4

7．2

73 S D O8 弥生 複合土器 体部1／8 5．2

74 S D O8 弥生 器台 脚部1／8弱 12．1

75 S D O8 弥生 たこ壷 口緑部～体部 1／2 7．5

76 S D O8 弥生 たこ壷 口綾部～体部 1／3 5．7

11．4

30．0

8．0

17．8

6．4

8．2

77 S D O8 弥生 広口壷 口縁部1／7 13．8

33．8

5．3

78 S D O8 弥生 底部 底部完存 5．0

79 S D O8 弥生 嚢 口縁部1／5 11．2

80 S D O8 弥 生 嚢 口綾部 1／4弱 16．4 13．1 8．4

81 S D O8 弥生 嚢 口緑部若干 ・頚部 1／4 14．3 11．3

15．0

6．4

82 S D O8 弥生 賓 口綾部 1／4強 13．9 12．0 7．7

83 S D O8 弥生 嚢 口緑部 1／8 15．0 11．8 14．6 6．8

84 S D O8 弥生 棄 口綾部 1／4弱 14．6 12．4 5．0

85 S D O8 弥生 嚢 口緑部 1／8 13．6 10．2 4 ．8

86 S D O8 弥生 嚢 口緑部1／4弱 13．8 11．4

4 ．0

3．5

87 S D O8 弥生 嚢 底部完存 3．9

88 S D O8 弥生 嚢 底部完存 5．4 4 ．3
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色　　　　 調 胎　　　　　　　　　 土 備　　　　 考
挿
図
写
真

灰自 1 ～．2 m 大の長石 ・チャー ト含む 32 16

灰黄 雲母 ・長石 ・チャートの細粒含む 32

16

灰黄～灰黄褐 雲母 ・長石の細粒含む 32

灰黄褐～褐灰 長石 ・雲母の細粒含む 32

灰自 雲母 ・長石 ・チャー トの細粒含む 33

灰黄褐 雲母 ・長石の細粒含む 33

灰黄褐 0．5～2mm大の雲母・長石・チャート クサリレキ若干含む

生駒西麓産

33 16

にぷい黄橙～褐灰 雲母 ・長石の細粒含む 33

灰黄 雲母 ・長石の細粒含む 33

灰黄褐 0．5～2 I皿大の雲母 ・長石 ・チャートわずかに含む 33

淡黄～灰白 1 ～1．5mm大のチャー ト・長石 ・雲母含む 33

淡黄～灰白 1～2 mn大のチャート 長石・雲母・クサリレキ含む

口縁部外面煤付着

33

灰 自～にぷい黄橙 長石 ・雲母 ・クサリレキの細粒含む 33

にぷい黄橙 雲母 ・長石 ・クサリレキの細粒含む 口綾部外面煤付着 33

灰黄 長石 ・雲母の細粒含む 外面煤付着 33

にぷい黄橙 長石 ・雲母 ・クサリレキの細粒含む 33

灰黄 長石 ・雲母 ・チャー ト含む 口緑部外面煤付着 33

16

16

灰自～灰黄 長石 ・雲母の細粒含む 33

暗灰黄 1 mm大の雲母 ・長石わずかに含む 33

淡黄～灰黄 雲母 ・長石 ・チャー トの細粒含む 33

にぷい黄橙～灰 白 1 mm大の雲母 ・長石わずかに含む 33

灰黄 雲母 ・長石の細粒含む 穿孔径0．7cm 脚柱径3．8cm 33 17

浅黄橙～にぷい黄橙 雲母 ・長石 ・クサリレキの細粒含む 穿孔径Oi4cm 脚柱径4．5cm 33 17

16

にぷい黄 1～3 mm大の石英・長石 ・チャート 雲母多く含む 脚柱径3．2cm 34

灰白 1 mm大の雲母 ・チャー トわずかに含む 脚柱径5．0cm 34

褐灰～にぷい黄橙 1 ～ 3 mm大の長石 ・チャー ト・雲母含む 脚柱径5．2cm 34

浅黄 長石・雲母の細粒含む

脚柱径6．0cm

穿孔径2．8cm （推定）

34

17

にぷい黄褐 0．5～1．5I皿大のチャート 長石 ・雲母わずかに含む 34

灰黄 雲母 ・長石の細粒含む 34

灰黄褐～浅黄 1 ～2．5mm大の長石 ・チャー ト・雲母含む 34 17

にぷい黄橙～灰黄褐 1～2．5mm大の石英 ・長石 ・チャート 雲母含む 34

灰黄褐 1 ～ 3 I皿大のチャー ト・長石 ・雲母含む 34

にぷい黄橙～灰黄褐 1～2．5皿大の石英・長石・チャート 雲母多く含む 34

浅黄 1 ～ 2 mm大のチャート・長石 ・雲母多 く含む 34

にぷい黄褐～灰黄褐 1～4 mm大の石英 ・長石 ・チャート 雲母含む 34

にぷい黄橙 チャー ト・長石 ・雲母の細粒含む 34

にぷい黄橙～灰白 1 ～ 3 mm大のチャー ト・長石 ・雲母含む

口綾部外面煤付着

34

17

灰白 1～5．5m 大のチャート・長石・クサリレキ多く含む 34

灰黄褐～褐灰 0．5～2 mm大の石英 ・長石 ・チャート 雲母含む 34

にぷい黄橙 1 mm大のチャート・長石 ・雲母わずかに含む 34

灰自 1 ～ 6 mm大のチャー ト・長石含む 34

にぷい黄橙 1 ～ 3 mm大の雲母 ・長石 ・チャート多く含む 口縁部外面煤付着 34

にぷい黄橙～灰黄褐 1～3 mm大の雲母・長石・チャート クサリレキ含む 34

灰黄 1 ～ 2 I皿大の長石 ・チャート・雲母含む 34
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N〔l 遺構名 種別 器種 残存状況 口径
（cm）
頸径
（cm ）
最大径
（cm）
底径
（cm ）
器高
（cm）
焼成

89 S D O 8 弥生 高杯 口緑部 1／8 27．1 3．4

90 S D O 8 弥生 高杯 口緑部 わず か ・体部 1／6 24．7 3．5

91 S D O 8 弥生 鉢 口緑部 1／4 ・底部1／2 14．7 4．2 7．3

92 S D O 8 弥生 こヒヨ互 体 部わずか

93 S D O 8 弥生 こと璽 体 部わずか

94 S D O 8 弥生 こヒ∃互 休 部わずか

95 S D O 8 弥生 こヒ盤 頚部わずか

96 S D O 8 土師器 直 口壷 ほぼ完存 、口縁 部のみ1／5欠損 10．6 7 ．1 15．7

13．4

5．4

16．2

4．3 普通

97 S D O 8 土 師器 角杯 ほぼ完存 7．2 11．7

6．0

98 S D O 8 須 恵器 杯 蓋 完存 12．3

99 S D O 8 須 恵器 ・ことコ・∃互 ほぼ完存 9．6 13．6 良

100 S D O 8 須 恵器 杯 ほぼ完存 10．0 3．3 良

101 S D O 8 須 恵器 杯 口綾 部2／3 ～底部完存 11．2

3．2 8．1

5．6

3．4 良

102 S D O 8 須 恵器 杯 口緑部 1／2 ～底部完存 9．8 3．6 良

103 S D O 8 須 恵器 杯 口綾部 1／2弱 ～底部強 10．4

12．9

5．3

7．7

3．9 良

104 S D O 8 須 恵器 胞 頸部～底部完存 9．9 良

105 S D O 8 土 師器 皿 口綾部 7／8 ～底部完存 2．4

10 6 S D O 8 土 師器 杯 A 口緑部 1／10 13．4 10．7 2．8

良

107 S D O 8 土 師器 皿 口線部 1／15～底部 1／6 14．7 11．1 2．3

10 8 S D O 8 土 師器 杯 A 口縁部 1／6 ～底部1／3 14．0 11．0 3．4

10 9 S D O 8 土 師器 椀 口緑部 若干 ～底部 1／6 16．9 9．3 4．5

110 S D O 8 須 恵器 杯 A 口縁部 ～底部 1／2弱 13．7 9．7 3．5

111 S D O 8 須 恵器 杯 A 口緑部 ～底部 1／12 13．7 10．6 3．0 良

112 S D O 8 須 恵器 杯 A 口緑部 1／4弱～底部2／3 13．6 10．1 3．6 不 良

113 S D O 8 須 恵器 杯 B 口綾部 1／4 ～底部1／3 12．8 8．6 3．9 良

114 S D O 8 須 恵器 皿 A 口綾部 ～底部 1／4 20．4 16．7 2．2 良

115 S D O 8 須 恵器 皿 B 口綾部 ～底部合計 で1／3弱 27．5 22．0 4．2 良

116 S D O 8 墾 草野 埜 底部2／5 10．5 5．9 ．＿．．冬 ．

ミ…・ノ妾在 擁護成東冨
ニ′ノ、51

12 1 S D l l
姦壷 ・ヨヒ・盤 口緑部 1／5 12．0

21．1

9．2

8．5

6．8

12 2 S D 1 1 弥 生 士盤 わずか 3．5

12 3 S D 11 弥 生 蓋 つ まみ部完存 9．7

12 4 S D ll 弥生 蓋 つ まみ完存 ・口綾部 1／4 14．0

12 5 S D ll 弥生 底部 底部 1／2弱 6．8

12 6 S D ll 弥生 底部 底部 1／2

17．0 17．0 19．2

9．6

8．8

5．9

12 7 S D ll 弥生 短頚壷 口緑部 わず か ・休部 1／8 5．6

12 8 S D ll 弥 生 た こ壷 口緑部2／3 ・底部完存 6．1 9．3

12 9 S D l l 弥 生 脚部 脚部 1／2 6．6

13 0 S D l l 弥 生 賓 底部 1／7 11．0 7．4

13 1 S D ll 弥 生 嚢 口緑部 わず か 29．0 26．9

7．8

5．7

13 2 S D ll 弥生 雇
瓦

口緑部 1／5 12．8 11．5 4．7

13 3 S D ll 弥 生 嚢 底部 1／2 3．3

13 4 S D ll 弥生 こヒ璽 体部 わず か

135 S D ll 弥生 士璽 口綾部 わず か
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色　　　　 調 胎　　　　　　　　 土 備　　　　 考
挿
図
写
真

灰黄 1 ～ 2 mm大の長石・雲母 ・チャート・石英含む 35

にぷい黄橙 1 ～3．5m 大の石英 ・長石 ・チャート多 く含む 35

灰黄 1～2．5mm大の石英 ・長石 ・チャート 雲母含む 35 18

18

18

18

18

にぷい黄橙 1 ～1．5mm大の石粒少 し含む 36 18

灰黄褐 1 ～2．5mm大の石粒多 く含む 36 19

灰 1 ～ 2 mm大の石粧含む 36 19

灰 1 ～ 5 mm大の石粒含む 36 18

灰白 1 ～1．5m皿大の石粒含む 37 19

灰 1 ～ 3 mm大の石粒含む

穿孔径 1．3cm

37 19

灰 0．5～ 2 mm大の石粒含む 37 19

灰 1 ～2．5mm大の石粒含む 37 19

灰自 0．5～2．5mm大の石粒含む 37 20

灰自 1 mm大の石粒含む 38 20

にぷい橙～灰白 1 mm大の石粒含む 38 20

20

浅黄橙～橙 1 ～ 2 mm大の石粒含む 38

にぷい橙～浅黄橙 1 一）4．5mm大の石粒含む 38

浅黄橙 1 ～ 2 mm大の石粒含む 38

灰白 0．5～ 1 mm大の石粒含む 38

灰自 1 mm大の石粒含む 火だす き有 38

20灰白 1 ～1．5mm大の石粒含む 火だす き有　 墨書 「郡」 38

灰自 1 mm大の石粒少 し含む 墨書 「井」 ？ 38 21

21

灰白 1 ～1．5mm大の石粒含む 38

灰 0．5～1．5mm 大の石粒含む 38

灰 1 ～ 2 I皿大の石粒含む

つまみ径6．1cm

38

44 21

k′蛮ごくも悦ぶ．‾′へぎ、′脱走磐、‘11

灰黄褐～黒褐 1 ～ 4 mm大のチ ャー ト・長石含む

にぷい黄橙 1 ～ 3 mm大のチ ャー ト・長石多 く含む 44 21

21

浅黄橙 1～3．5Ⅲ皿大のチャート 長石 ・クサリレキ多く含む 44

にぷい橙～灰褐 1～4皿1大のチャート 長石・クサリレキ非常に多く含む つまみ径6．2cm 44

灰黄褐～にぷい黄橙 1 ～ 3 mm大の石英 ・長石 ・チャート多く含む 44

にぷい黄橙～灰黄褐 1 ～ 5 mm大のチャート 長石非常に多く含む

透孔径4．5mm

44

21

浅黄 雲母 ・長石含む 44

灰白 雲母 ・長石の細粒含む 44

灰白 1 ～ 2 1m 大のチャー ト・長石 ・雲母含む 44 21

にぷい黄橙～暗灰 雲母 ・長石の細粒含む 44

にぷい黄橙～灰白 雲母 ・クサ リレキの細粒含む 44

22

22

にぷい黄橙～灰黄褐 雲母 ・長石 ・クサリレキの細粒含む 44

灰黄 雲母 ・長石の細粒含む 44
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美乃利遺跡出土土器観察表

N o 遺構 名 種 別 器 種 残 存 状 況
口径

（cm ）

頸 径

（cm ）

最大径

（cm ）

底 径

（cm ）

器 高

（cm ）
焼 成

13 6 S D ll 弥 生 雇
瓦

体 部 わ ず か

13 7 S D ll 弥 隼 こヒ盤 体 部 わ ず か
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qXZ i 、憂“乗′；

′蓬桜．蓬 奇 才

ハ　J　ンク

蔑㍉ ‡′宰 兼 寿 ′幸 鰻 ′…。ミ′米 韓登 ′ さ対 塵 競 函 ′ハZ、きZ芸、わ “課 を、J′
芸才 8

′，蓬蓬莱 ンハ義遵韮遜。′C′辣 港 “Zつン；薄 ′′“C婆；′芸≡秘 薬 “ミ′；。童 JJ′ 茎。卒

C惹潜 か、字 源 接 ハ′兼 幾 ′カ、≡、く′苓 襟 帯 瀕 轍 症 苓 ′、栄 寿 ヰ C漱 ・C築く′′ ≡ミ′′擁 、

っ蓬索 、“十 樹 氷 幸 養 vi′主。′さ釜 芸ミ′，わた 幸 楽 章 ′，…　　　　　　 ′rJ ；′く圭 蓮′簑

；ぐ蓬莱 隻数 韮忍，強襲 ハ芸さ′業 ′ハ。。′、 幸 簸 擁 圭 ′xハ；J 苓 ′；C葉

簸 、雑 事 提 ′ 券 蛍 ′、′ハ′登 J′“ ′、幸 責 ＊ ハ 鴬 衰；′

重尋 薫祖業控 幸 栄 誉 JJ栄 ““ 、′ 謙 洋 辛 ′ぐ、′　　　　　　　 ′ク。′ま っ…′；く範′駐；；

150 清 遊C凄
′襲練 ≡J 、蘭 “ハ

き堂 カ。V′カ、 瀬 雫 卒 、
基予 ′

′凄輩′′芸事様 致 ハ“鼓 躯 苓 嫌 …′′；く′、 羨耕 寅 ′′き、′′　　　 ′満 幸 、、敷 ン′蕉 ′さ、
カは

盛 義′く′丼 澱 接 ′“縦 覧′ざ 蛍 。梵 C′項 序 章 ぐご
カ　も J鍔

≡く、′ハ鞍、窒箋

韮牢 さJ雄 ′蹴 珪 ′
♯ 菓 ′∑′幸 ′つ；；雲

。 。。Uか

ゎ；′桜

類 字

′′′　か′韮翫 C′苓 事、、按 ′王 継 親 濃 ，、′ 等、擁 擁 ；姜′′　　　　　 ぐちハ 擁 喪

孫贅 ′く事′章 捷 ′ 蘇渡 sv“； 薫 栄 清 瀬 光 栄 ′、貸墨′ 萱、′蜜、き

韮栄 ′！′＄′薙 鞋 薄 紫 亮 ′っん′秦C、′責 薄 井 鮮 ′栄　 エア　　　　 カ，ラ

vJ′た　ま

；J′ニ導；辛 栄 ．“率
tFJ′くわ
J′ズ

三業幸 ′蔓＄′つ操 簸 弥 栄 つ′，、V窯I㍉ 歪 室料 栄 潅 、‡ 雫 、岩，i 髪天 Z J、

嶺 蘇 萎駁 階 辛 ；雌 ′き“、、来 章 雑 器 擁 癌 義。′競 ′善 g“撹 藩、
′　く′′J′

、蓬潅 ′ン′くS 、追蓬茶 ′′幸 楽 章 涛 主 務 っ素 幸 栄 養 ≡′； ま′′′　′
く　メノや

く′カに
基 ′泰；端 嫌

JVエ　ソ

ェ莱積 雲′事 ′淳 社 Jハgご′樅 C。；姜＋ ′≡く′童 “と　′労 酔 擁 ′圭辛 労 梯 栄 較 敦 雲′熊 iz莱 、辛 辣 ′′蓬畠 i芸′圭 ′窒′； ー　ざJJ
ぷガ　′

韮亙 套零 ′憑′淀 cJ 幸 楽 ※ ・芸こ
ーミ戦 車 幸 吉 ′カ、；　　　 ′′Zへ幸 ，妾 ′薄鳥 ′。 ！－2′′栄 莱C

ざC韮在 至C事 、蟄 接 …萱額 装 ′；ミ′Z、′。、薄 ；ミ駕 J′ぐ；！瀕 漱 薄 幸

V′′′Z′栄誉堤′′つ

′栄 “：蔓　　　 カ、J′た 蓋簑わ賞 、

浅草 ′蓬′怨く幸 鉦 、競 幾 。叛 溝 耗 養、卒業 十 、ヱく…買′′　　　 、′′ 、悲 壮

≡′菱藻 薄 茶 。，丼 淡 姿′焉

Z′′′J

≡栄 苓 Jポ、S′襲素 案 孝 幸 ′Asつ′紫 斑 暴 零 裳 染

h′′′J′ま′′ラン′　　dノ′J′′点ハ　′J′′カと′ゎま′9 ざ簸薄′
′J′ヱ

JァJ

′きざじへ′′

、“JぇJ′カメン
′つ
≡く未 来

斗 米 J′暴つ′さ′ひ

受′※簸㌍′、

ビ′′ハ

ン蓬壷 ′。諌 く簸 塞 韓 字 ′く才 芸′；“ 塞 畿 錬 真 ′集 光 亮 ′苺Z′′ “幸 ま′蓬簑ご

JC韮蘇 薄 着 妻 ′半 獣 ′※ 芸来 宮 ゎく′壷 鏡 餅 阜
ぐ去

カ　で　つ
群集や

急くハtだ

Jな

ヱ′g

ぐ、ま　つJ

浅 才 童′栄 栄

㌍欝や

′＃ ′茎亮 泰 阜 ′擁 撚 ′ン蛍丼 蔓′′；養′ハる薄 幸 紫 軒 ノ主 査 薄 苓 幸 妾 斗 米 萎末葉，

叢壷 ′、簿 J妻、凄 ′牢 饗 、“箋≡辛 、責 薄 幸 椀 圭

撫撹
チ′わJ

K“豆′
っ章 ≡；蓑′骨 喪；；

十十十＋苓 恭 ′蓬獣 蒲 雑 言 、。qJZ
′栄 杏 葉

窯′接 簸 擁 ′薫，≧ ′′′く ；′、萱阜

C　へ　J

、：′！善本

、ヱ′′
′′J′′′
毒狐

蓬卒 ミっく；′澄′′鉦浮 幸 莱 “瀧 ； 三、 ′まかせ

く擁 項 擁
ぐみヒム′′G′JJ′JC′みJ

。“蛍 貴腐お腹 沸 幾 簑；≡く★ ′カ、； ′J栄 擁 米 車 妻，ミきく

′　む′′

nJ′

qc′rJ

′くわJ′

q　p

Jz　く0

JZ′

RCJZ′′わ

C′′く

′ガJ′′6′き

。怒豊つJカ

ネ　、
ひ、、、　′蛇

。カ。た
。韮′鎌 鴻 黄 玉 ′ハ幸 紫 ※ 、わがやポ窯登 …′；、ハ′、 幸 幸 鞍 卓 章 定 業 致 裁 索 黄 ′′

樵 ′祷 神 栄 孝 養 亮 簸 、芸、く，菜 難 ♯ 擁 位 ′蓑′　 窪

蓬栄 ′ぎ4′＄“。′孫 権 華 紫 、“Cく蓋蛍 ′茎，′′く差 至，畜 生 栄 泰 、　　　 V′カニ′Zき、

、ヰ 雄 幸 ☆ ゥ擁 ′“；；′箕栄 ；書′毒′′≡′′斗 米 “Jハミ“ハ ′′Jl
′J′

十亘 ‡芳 井 瑳 ≡擁 C′震 ′義 栄 位 C　ぐJ
U′Z、

11 ．8

′′裏蓬，苺

10 ．3

額 才

。JZ

16 ．6

′q′むせぶ1
ラバミミ
Jハー

3 ．6177 S D 13 弥 生 嚢 口緑 部 1／5

178 S D 13 弥 生 脚 部 脚 部 1／4 弱 9 ．6

蓬藻 ミ；′S′幾 鎌 擁 っ、；華 ハ′綾瀬 糞 婆 暮豆 塵 酪 擁 阜 擁 澤
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色　　　　 調 胎　　　　　　　　 土 備　　　　 考
挿
図
写
真

十

十

rS′′
I十

22

22

＋ I

療㍍

栄 研 頼 卒 、妄ハ芳養 碁 擁 簸 高 光 寮

、わ。Jカ、
豆 ㌍ ′Z妄J′辛 党 章 ′；ミ“浅′Z…≦‡予

ミな基。
午飴圭洋裁

…′擁 擁 立 苓 ′、とJプ
き　ウJ′

未卒業辛辣卒鶏′た、′ 十 王 幸＋
“ZrI王I

′くき。
辛I

CJJぐJハ　くハざ
9　　　　　　　　　　　　 、4′′J′′

クJJJ′′J 十

藩 蒸、畳芸′器 淋 毒　ご′ぐ′Gわな′づ

J′　CJ　　　　　 ′樅

榊　　　　　　　　　　　　　　 、Crq譜J′牟カ。 ＋

軸 帖 宥 薄 幸ま室 ′′T′ ′や＋ ，嶺、

辛 轢 阜 圭 辛 党
ハ′′。托′′

すえ㌫
カ、わウ 羊 辛 ′栄 ′言

とJく　　　　　　　　 蕉裁潜流藻彙※′
苦 圭 ′；わ；ZJとヱ′式わ貴く、J；；捉。。…JPxゥ；、；

＋

十

十

十＋

幸

㌘′X

♯

字 音 言 ′
く驚奈美′ さJV渋滞、qJ栄 養 摸 轢 宇 、tJ 蛋漱 斗 米贅卒寿栄妾；…っ栄 薄圭 蔓；J′牢 晋

東 嶺 中 幕 項 類 株 ぎり′′′J　　　　　　　　　z′′霊媒 幸 桜 本 東 栄 苺 半 端 縦 幸 索 ヰ ′′素

ぐ　′′
喜を等練 彬 擁 ′誉

′圭 績 苓 績 ＃ 苓 圭 圭 亘 十 着 葦 茶 栄 轢

幸 卒 薬 草 梼 ゎくわ′ま っ渡；′キ幸定業彬 蜜 圭V箪；栄 藻 薄幸圭半
、主義J′カバ′諒ゾハ
栄誉光学′8“
上 土 ′妻 ′；；

十

字

＋

十十

♯

＋

裁 潜在 雑 三、芸　 ′g′ ハ′′わソ′ミJララミ、　　　　　　　ぐ′J′′っ　川JJ、辣 喪登＃ 本 葬幸美潜幸栄杏 葉 幸藻 彬
ヱ′Z、

筆㍉

斗 轢 有 畑 辛 苦 ′カ， qJzハ熊専′カだメ≒′擬擁 ′事 項 蜜 東 栄 十 台 本 吉 基 薬J

ノJ′なまかJ
㍉

幸 ヰ 宥 豆 簸 専 十 本 中 卒 中 畑 章 章 在 寮

、ぐ、く′J′

′ぎお

trJt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gJ′

沸 椎 ＃ 亭 ′※ ′ 嫌 谷 井 梯兼寿 幸洋貨 熔 彬 喪 率 直 専 笑 子 ′祥 苓 圭 ′カ、答，′至芸わ

表 享 半 銭

；辛 党 キ ′㍉ 宰

7紫

＋ I

＋

く′dJ′十

朱

Jが′　ざ　′　く

さ　′J

ご′′　Xだ。

、く　ぶか幸 轢 中 東 頼 轢 畑 、ゎく　′　　　　　　　　　　　　　　　′′た

斗 轢 簸 ＃ 喜 子

、。ま′猿減 骨撚戎縦くくリラ′′裏年栄 卒 寿薬′蓑圭 彬

′プチ′“光 栄 嫌 ♯ 蜃、、素養JZ養 ；J “拇カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム。

JカのJ、

十 王

Jく′uJ

＋

幸

子

ゴJハ十

へgダ′

裁苓

＋

薬

′C′寿 章 ♯ 轢 殺 蓑

登′瀬 上 ′卒 光 ′骨 ′′′葉、Jな′字 寿 卒 寿 薄 幸 頼 長 裳 蛍 ′苓 幸 美

辛 中 年 崇 症 章 CとKで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、と。載′ハ欝誉き薙予 ＃ 半 辛 擁 簸 栄 誉く；苓 蓑′わ“
栄養窪′芸圭 ♯ 苓 享 ′青 空 ′葦

′誉装′
の、く　　　　　 ′′9′ヱ　　ハ′桃、きJ′′　　　　　　　　　　　 ′′′た

額 ＃ 雄 、芸′“。；c′苓 学 究
搬

祥 祥 ！

、。Vおっつ′ハ′く分洪舘がな㍑韓ぶぺ境捗
73′Z′′つ　　　　　　　　　　　　　　 ′を荘常北
、。ぷ′′　　 、訂享莞春台宰学キ葦専′Z　　っざ

十十

十

十

′ま，

真幸薙

芳滋 C

CJJやJ
、くれ′′ま
8′碁枝幸縦沙
誉 宮 古

qJ照　　　　　　　 Nとデカ1わ　ハ、J′′器牢栽類

㈱ ′。黒　、Vたつ
ミく′′湖“鴻 巣 午 ′ C′ぐ

詰鰍 睾′

′；藩蜜 潅 擁 妾 贅葉、“栄 寮 、葉桜 素楽 章 幸 較

っCL′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′′′淡摂媒′′

。。J J ′た　　　　　　　　 Zz′キミ

くJ′　　　　　　　タ、も
ぷみ

そゎ　　　　　 C′。つやC、ぐ、′

ZJJ′㌍㍊豆
㌍掟栄′三キJ、

とV　′わは′“　。りJ′′ヱ′′′わ

、、霊′。、′琶′モミ“、

、ヽJ′

′。ン′　2、も

、“しプカ
、しン′

、、、し　だた
ピソ′′　′ミサ　′　Cqc

。養っ、、　　　　　　　　　　　　　 、喜喜、tJJ琵′，
“ミ　′′なJJ、ぐ、く　′′′わ　カと

Z′カ、　 さま　　　　　　　　　　　　　 ′J くじ音字
※亙字数誉繁蛍墨濃紫学才雑学※嵩幸定だ字′方法義

ン、ミ　　　　　　　　 qJ 、

JE3ン′UgR′　 、′′J 、、′ヘミミ　 qJ、雲だ董窯とつ章；′箋歪むCハ1黄道栄

く′くわ　′′ハ。ヲ　 さ≡′JJ′碁麦駕 ′′カ　 。U′　′′カキ、、、。三幸が、。J芸、、く粋

ぐさりハZ′

さ、－′′、ゼJ cL′1ミ澤g　　　　　　　 ′9J Cな
ど　貨ン、C　 ざハ、JU′′漆工宮辛

く龍′　く′チ′

C′く“毒っkきJ′′　　　 qqv′′つゎと′OJ
渡※
璧真幸点 ′童ま　　 震zJ

撹批諜星

がカ、室賀C′たた　　　 りZZカリわ　　 っハなウキ、

号ヰ

要寮

恭

卒

’辛 I

lJJ
′ミ　　　　　　　　　　　　　 ミーJ′　　　　　　　 く狐′類最終帯

ハも′Z“澤井葦㍍
疹淋奇

′′へお菜　　′、、

49

＋‡

～
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美乃利遺跡出土土器観察表

N o 遺 構 名 種 別 器 種 残 存 状 況
口 径

（cm ）

頸 径

（cm ）

最大径

（cm ）

底 径

（cm ）

器 高

（cm ）
焼 成

Z′′′葉木 簿 接 猿 楽 三溝 来 車 鴻 掟 ′葺き；′J幸 煩 累 章 圭 ′；′′ 養 鶏 ′≒′、梯 難 ’二十＋

I’■ ‡祷 様 様 ′窒簸 擬 7護、；蕪 雑 JX毒；瀦 擁 護＋ 擁 ′蛍 土 谷 圭 簿 ．表芸誉′装 着窯 ：qc箋登。妻、J；

J′カ。ハかくZ

“くくく轢鶏漱つ。だ
ミ賛美′′按 ；ふさ

ミ震群雄4
誉寺や

Z′′ぎ′

gカか帯誉′わ′tJJ′′わJ
嵩苓′た′
法擾
′′や′真
悲哀信
′C′′′、ソJ
′J′芳J‡十〕‡十

′cJ′蕉ぎ′ダリやJ
葦姥′さJハJ
さ　′ささ′′′

ハどZ′
Jヵ　J

′′J′ハ′′qJv　′

ごI
かミ、 “ガぷ労

も2裁′J

くハ　お′カ。J　dZJ骨壷′葦暴

V　p浩幸損駕

，′栄 誉 ′
′滋宣燕諾J

ぷ cJ′
ハ。Z答かJ

Zヱ′モ
ル　eZ

J駕つ り憑′カ。J

ヽヽヽ　OJv

、そC　　b′
ii薄幸 。J′類予鈴嵩 貴社誉

崇′未 来

藷 圭

ンちが ，′ぐ′罠，わ、くミ

わなさ ′詩や蔑′茸

Jちかき蓑圭 漱 藻 ′ ミqL qJ′餅′膏掟基数誉鎗′

e

a′ハ群衆哀楽 U′カ　バまわ　せ

I十 十 卒 蛍 宕 雑 業 薬 相だ′報 や ′′。、 栄 ＃ ∴ 十 立I Jvおく′′残数莞′′
ハ隼場

＋ ≡寿′≦′※猫′
ミCJ′　′Z′

‡辛 I 瀕 准 洋

′pJプ、′か

NZ祭裁′圭 子
肌。′′PJ′P　　 ハJX′※ 敦 舘 翌 ′′

′漱

聾喜某集“カと
′ゥ′7カか

十 ！十I

放浪

くり、J 杓′′だま，
ささ
J享J′′J′′
′賞鶏ぶ′

薄 亘 J′Jプ　わ

蓑宜 瀬 音
くく。ど
㈱ 癌 ′註。菱′聾。SきJ′牢 栄 光 ′三好J′′“ハ′㌍ 丼 蕉 慕 ′ノ′カキ q　E　′ひ　　′箋′妾。鼓 V養えく

つミー“どハ′ごぐな幸 贅 笑

Jカモ′つて

JJz、。 qgっJJ′誹′つ′缶詣沌駕

J む芸擁′、だ 。VZポ′′わ。声′ン′かぶ弊
J三g、
′。J

隼劣涼浸

カ。りJZ
つJ J′

㌫誹；え望＋

ご謹鳶㌍

…蛋C栄 薫…

J′カリ

幸 米

薄 幸 栄 ′髪 き′桃 、もぐさ道付近 。貰。、駕、′
′′㌍誉然様宣′へ鴬′桝つくJむつJ′わ

喜※栽

′ピソ　　間
苓 媒

′蓬栄

か枇州 ′′えJJか

栄 菱，圭 烹養螢分法泉栽藻 ゎヽく　gU　まで′㌍章 食 ′

ガが　′

穀類浅
ミ　L′′′驚異戎′。

P憲
もわヱ′J
狩専′海等′たち
飯㌢茂′洗えン
りJ′‡′竃′わ
と、′、きカだ

舘某
J撥葦ミくVsミ。ヱ。。

ハgJJハ“冥撥ホ読
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炭白 0．5～ 2 m皿大のチャー ト・クサリレキ含む 55

半

霊

にぷい橙～橙 0．5～1．5mm大の長石 ・チャー ト多 く含む 55

にぷい黄橙～灰白 0．5～1．5皿m大の雲母 ・長石若干含む 55

褐灰 0．5～1．5mm大のチャー ト・長石 ・雲母含む 55

灰自 0．5～1．5mm大のチャー ト・雲母含む 55

にぷい黄褐～灰黄褐 0．5～1．5mm大の石英 ・長石・チャート 雲母含む 55

淡赤橙～明赤橙 0．5～1mm大の石粒含む 55

灰黄褐～橙 1～3．5m 大の石英・長石・チャート 雲母多く含む 55
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北東上空から

南西上空から





S DOl

（左）12出土状況
（中）13出土状況
（右）14出土状況

S DO2　南から

SDO3　北から



水田跡全景　南から

畦畔断面　南から



北西上空から

南西上空から



全景　北東から



SDO8全景
南西から

SDO8全景
南西から

S DO8北壁
南西から



S DO8

44・45他出土状況

S DO8

（左）36出土状況
（右）96出土状況

S DO8

（左）97出土状況
（右）98出土状況

S DO8

（左）99出土状況
（右）104出土状況



全景　北西上空から

全景　南西上空から



全景　真上から

全景　北東から



奉二二‥∴∴こ・　二　‡＿lニーさ二号誓l志這
禦止艶．、、こ，．二二‘：．　遠．・．違、．・清J手盛

．＿ニ＿　‘

槻

臣三一・、＿．ふ

SD12　南から

SD14　北から



SD15断面
北東から

弓．＿＿．∴－・　∴亨一定号

室∴∴l＿　　∴＝‾塁
！．、‾．号．、だ．；

．1、1



完新世段丘崖　北から

完新世段丘崖　西から



写真図版14　出土遺物

12

13

・？ビ：至・－＿＿＿専饗・、・・1・1、－′、‥・．’－‾ヘハT．1、

三＿く・こ一一二歳㌔ござ．

10

包含層出土土器（2・6・9～11）sDOl出土土器（12～14）



写真図版15　出土遺物

16

22

SDO2出土土器（16・20～23）土器溜出土土器（32）sDO8出土土器（4l・43）



写真図版16　出土遺物

SDO8出土土器（44・45・49・51・62・65・70）



写真図版17　出土遺物

SDO8出土土器（66・67・73・74・83）

67

74



写真図版18　出土遺物

95

91

SDO8出土土器（91～96・99）

93

94

96



写真図版19　出土遺物

SDO8出土土器（97・98・100～103）

97

102

103



写真図版20　出土遺物

SDO8出土土器（104～106・110・112）

106

110

112



写真図版21出土遺物

121

122

SDO8出土土器（ll3・115）SDll出土土器（12l・122・124・128・129）

124

128

129



写真図版22　出土遺物

134

135

137

136

SDll出土土器（134～137）sD12出土土器（138・141・143）

143



写真図版23　出土遺物

SD12出土土器（144・145・149～153）

152

153



写真図版24　出土遺物

SD12出土土器（155・164・165・169～171）

164

169

170

171



写真図版25　出土遺物

172

173

174

175

SD12出土土器（172～176）sD14出土土器（179・180）

176



写真図版26　出土遺物

SD14出土土器（181・186～190）

190



写真図版27　出土遺物

191

201

SD14出土土器（191・200・201・205・207・208）

207

208



写真図版28　出土遺物

209 211

212

SI

SDl4出土土器（209～212）第1面出土石器（Sl）sD12出土石器（S2）



ふ　り　が な みのりいせきに

書　　 名 美乃利遺跡Ⅱ

副　 書　 名 一級河川別府川河川改修事業に伴う発掘調査

巻　　　 次 兵庫県文化財調査報告　 第296冊

シリーズ名

シリーズ番号

編 著 者 名 山田清朝 ・藤田　 淳

編 集 機 関

所　 在　 地 〒652－0032　兵庫県神戸市兵庫区荒田町2 丁目1 番 5 号　 TEL O78－531－7011

発行年月日 西暦2006年 （平成18年） 3 月20 日

所収遺跡名 所在地
コ　　　　 ド

北緯 東経 調査期間
調査

面積
調査原因

市町村 遺跡調査番号

み　の　り　いせき
か　こ　がわ　し

兵庫県加古川市
280210 970365

34度 134度 平成 9 年11月26日

681Iが

一級河川

別府川河
美乃利遺跡 かこがわちょうおお　の 46分 51分 ′‾ヽ．）・ 川改修事

業

加古川町大野 17秒 14秒 平成10年 3 月13日

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

美乃利遺跡 集落跡 弥生時代前期 溝 土器 完新世段丘崖

弥生時代中期 溝 土器

弥生時代後期 溝 土器

古墳時代中期 溝 土師器 ・須恵器 角杯 （土師器）

飛鳥時代 溝 土師器 ・須恵器

奈良時代 溝 土師器 ・須恵器 墨書土器 「郡」

平安時代～鎌倉時代 溝 土師器 ・須恵器
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